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1！H［llUI！11川Ilillllll保 証U11111川ll11111H11川

　この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験・検査を経て、その性能は規格を満足しているこ

とが確認され、お届けされております。

弊社製品は、お買い上げ日より1年間に発生した故障については、無償修理いたします。

但し、次の場合は有償で修理させていただきます。

1．取扱説明書に対して誤ったご使用、及びご使用上の不注意による故障、損傷。

2．不適当な改造・調整・修理による故障及び損傷。

3．天災・火災・その他外部要因による故障及び損傷。

なお、この保証は日本国内に限り有効です。

1111［1川III川111H］1HIお願い 川U1川州…11・1…

　修理・点検・調整を依頼される前に、取扱説明書をもう一度お読みになった上で再度点検していた

だき、なお不明な点、異常がありましたらお買い上げ元、または下記にお問い合わせください。

製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。

あらかじめご了承ください。

◎1992年～1997年菊水電子工業株式会社



正　誤　表 Errata

COR5500シリーズ
COR5500U　Series

取扱説明書のR　OMのバージョンについて記載した部分を

下記のように訂正してご使用くださいますようお願い申し

上げます。

ページ 誤 正

一i－

@　4行目 1．20 1．21以上

The　ROM　Version　Numbermentioned　in　the　following

pages　should　be　read　as　follows：

Page Written　as Should　be　read　as

Page－i－

kine4 1．20 1．210r　later

When　mentioninga　ROM　Version　Numberforany　inquiry
on　this　instrument，pleasc　mention　it　as”L210r　later”．

本製品についてのお問い合わせの際にR　OMのバージョン

をお知らせ頂くときは1．21以上とお申し出ください。

S－932370 S－932372



　このたびは菊水電子のオシロスコープをお買

い求めいただき、誠にありがとうございます。

この取扱説明書はバージョン

1．20

のR　OMを搭載した製品に適用します。

　製品についてのお問い合わせの際には、本器

搭載のROMのバージョンおよび後面パネルに

貼られた製造番号をお知らせください。

　ROMのバージョン確認については、本取扱

説明書第2章ご使用前の注意事項2．4動作確

認の項をご参照ください。

COR5502
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安全なご使用のために

　計測器を操作される方を安全に保護するため、更に本器または接続機器など周辺に損傷を与えること

のないように、本器は安全性を考慮した設計・試験が行われ、出荷されております。

　安全にご使用いただくため、そして本器を安全な状態に保っため、下記の警告・注意記号の意味をご

理解いただき、各注意事項をお守りくださるようお願いいたします。

取扱説明書には安全にご使用いただくため、下記のような事項が記載してあります。

㊧　　取り扱い上の一般的な注意事項や、本器または他の接続機器が損傷を受けるおそれのある事項につい
　　ての説明です。

囲　　感電事故につながり、身体に危険がおよぶ恐れのある場合や、本器または他の接続機器が損傷を受け
　　る恐れのある事項についての説明です。

本器には、取り扱い上、特に注意が必要な箇所には下記のような警告・注意記号を表示しています。

ダ高圧危険記号

触れると危険な高電圧箇所です。絶対に手を触れないでください。

△取扱説明書参照記号

　機器上にこのマークが表示されている場合、この取扱説明書の該当箇所を参照していただく必要のあ

　ることを示しています。

CAUT　I　ON

感電事故につながり、身体に危険がおよぶ恐れのある箇所や本器または他の接続機器が損傷を受ける

恐れのある箇所に表示されています。

COR5502 一iv一



使用上の注意

電源電圧

　　本器の電源電圧は規定範囲以内で必ずご使用ください。

電源コード

　　本器に適合したものを必ずご使用ください。

電源ヒューズ

　　本器に適合したものを必ずご使用ください。

カバーの取り外し

　本器は安全上問題となる部分にはカバーを施してありますが、機器内部には身体に危険を及ぼす高電

圧箇所もあります。本器の外面カバーは取り外さないでください。万一、外面カバーや内部の高圧部の

　カバーを外し操作する必要が生じた場合には、危険をよく承知された熟練技術者のみ操作されることを

お願いいたします。

甲　V　一 COR5502



第1章　概　説

第1章　概 説

■1．1　概　要

　COR5500シリーズは菊水電子の高度な電子技術と永年にわたる測定器づくりの経験を結集して

作られた高信頼性オシロスコープです。

　デジタル・ストレージ機能と周波数帯域の組み合わせにより次の9機種があります。

COR5502
COR5501

COR5500

COR5561
COR5560
COR5541
COR5540
COR5521

COR5520

100MHz

100MIlz

100皿lz

60皿lz

60Mセ

40㎜z

40N田z

20囲z

20囲z

リードアウト・オシロスコープ

リードアウト・オシロスコープ

リードアウト・オシロスコープ

リードアウト・オシロスコープ

リードアウト・オシロスコープ

リードアウト・オシロスコープ

リードアウト・オシロスコープ

リードアウト・オシロスコープ

リードアウト・オシロスコープ

＋100MSlsデジタル・ストレージ

十20MS／sデジタル・ストレージ

＋20MSlsデジタル・ストレージ

＋20MSlsデジタル・ストレージ

十20MSlsデジタル・ストレージ

本取扱説明書はCOR5502専用です。

■1．2　特　長

（1）優れた操作性

　　　主要な機能設定にはダイレクト・ノブ方式を採用しています。

（2）小型軽量

　　　面実装部品の大幅な採用で高機能、高性能かっ軽量化を実現しました。

（3）管面リードアウト

　　　豊富な情報を管面に表示し、正確で素早い測定をバックアップします。

（4）コメント表示

　　　コメント表示ができます。

　　　GPIBインターフェイスまたはRS－232Cインターフェイスを装着すればプロッタに出

　　力できます。

COR5502 1－1



第で章　概　説

（5）オルタネート・マグ掃引

　　　拡大希望点を即座に拡大することができます。

　　　時間軸は5倍、10倍、50倍のマグ掃引ができます。また、主掃引とマグ掃引を交互に

　　掃引するオルタネート・マグ掃引ができます。

（6）最高サンプリング速度100MS／s

　　　最高サンプリング100鵬1s、分解能8bitのA／Dコンバータを各チャンネルに搭載し、

　　最高28．5皿z（カーブ補間使用時）の周波数成分を有する単発現象を2チャンネル同時に

　　ストレージできます。

（7）4kword／CHのメモリ容量

　　　アナログ波形に近いストレージ波形を実現しました。

　　　チャンネルあたり4kwordのメモリを搭載、管面1divあたり400ポイントのデータ
　　を表示します。

　　　メモリ容量4kwordのセーブ・メモリを2っ搭載。

　　　このセーブ・メモリは内部でバックアップされているので電源OFF時にもデータを長

　　時間保存できます。

（8）リピティティブ・モード

　　　100囲zの繰り返し信号をストレージします。　（ランダム・サンプリング方式）

（9）エンベロープ・モード

　　　データの最大、最小値を検出するエンベロープ回路を装備。

　　ロール・モードと併用ができるため、繰り返し周期の遅い現象の中で発生する非常に幅

　　の狭いパルスを検出することができます。

㈹HP－GLコマンドによる管面情報の出カ

　　　オプションのGPIBインターフェイス（IFO1－COR）またはRS－232Cインターフェ

　　イス（IFO2－COR）を装着すると、HP－GLコマンド対応のプロッタにコントローラな

　　しで波形データやコメントなど管面情報を直接出力することができます。

1－2 COR5502



　　　　　　　　　第2章

薩2．i　開封時の点検

　　　　　　　　　　　第2章　ご使用前の注意事項

ご使用前の注意事項

　本器は機械的ならびに電気的に十分な試験・検査を受け、正常に動作することが確認された状態で出

荷されています。

　本器がお手元に届きしだい輸送中に損傷を受けていないか、また付属品が正しく添付されているか、

お確かめください。

》瀞

。電源コード

　
ダ
　

。　プローブ

㈱艀

。取扱説明書

電源コード

取扱説明書

電源ヒューズ

図2－1

　　　。電源ヒューズ
　　　　（ヒューズ・ホルダに装着）

付　属　品

プローブ（P100－8CE）

（ヒューズ・ホルダのキャップの中に予備を含め2本装着）

00R5502 2－1



第2章ご使用前の注意事項

■　2．2 ご使用になる前に、

本項では、本器を安全かつ正しくご使用いただくために電気的、構造的な注意事項について解説いた

します。

本器をご使用いただく前に必ずお読みください。

（1）電源電圧の確認

　本器の電源電圧の許容入力範囲はAC90V～250V、許容入力周波数は45Hz～440Hzで

すが、定格使用電圧AC100V～240V、定格使用周波数50Hz～400Hzの範囲にてご使用

ください。

（2）ヒューズの定格

　電源コードを本器の電源コネクタに接続する前にヒューズ定格をご確認ください。本

器のヒューズ・ホルダは電源コネクタと一体型となっています。

　ヒューズ・ホルダのキャップはマイナスのドライバー等で下図のように取り外すこと

ができます。ヒューズはキャップ側に予備を含め2本装着されています。

　
　
　
ノ
＼
い

　
　
　
／
￥
￥
＼

　
　
ン
ヤ
　
し
ハ
　
し
や

黎
墜
／

図2－2 ヒューズ交換

　ヒューーズを取り申し定格AC250V，2．5A（T）のスロー・ブローであることをご確認く

ださい。定格確認後、取り外した時と逆の手順に従って、ヒューズとキャップを元に戻

します。キャップはカチッと音がするまで押し込んでください。

　ヒューズを交換する場合には、予備として添付した同一定格のヒューズをご使用くだ

さい。予備のヒューズはヒューズ・ホルダのキャップに装着されています。その後、ヒュー

ズを必要とされる場合には必ず同一定格のものをご使用ください。

㊧
定格の違うヒューズやヒューズ・ホルダを短絡してのご使用は

危険です。

絶対にしないでください。

2－2 COR5502



第2章　ご使用前の注意事項

（3）設置上のご注意

　　　次のような場所に本器を設置しないでください。

（a）直射日光の当たる場所

　　　高温になる場所

　　　（性能保証温度範囲は10～40℃です。） 窒￥一
ノ

璽　　　　　　　ノ　　　　　　　　■　　　o，●66　δ・　、！
　　　　亀一・鮎　1－
　　　㊦　　1“　1

　　　　　　　ヨ　　　　　　　一1

　　　　　　　．増

　　　　　　　　．／

（b）湿度の多い場所

　　（性能保証湿度範囲は75％以下です。） 高㌘ 譲θ、　
ε
　
0
〃

（c）周囲に強力な磁界や電界のある場所

　　管面に歪を生じるなど観測に悪影響を与

　　えます。

黙

／
も

ー
ー
■
『
　
け
，
　
－
け
帽
’

　
藩

　㊦〔

（d）ぐらつく台の上や傾いた所など不安

　　定な場所

COR5502

／
　
一
　
ヤ
ー
町

論蟹璽
　　

@　

@　

@
一
　
　
多

南
陽
桑
．
§

タ

2－3



第2章ご使用前の注意事項

（e）可燃性雰囲気内

爆発事故などの危険防止のため、絶対に

ご使用にならないでください。

　
　
　
　
9

画含

㊨・
。’o Q
　／－
δ・

ぬ　　　ノ
“1

　　．／

（f）風通しが悪い場所

ケース側面や底面にある通風孔をふさが

ないでください。

右側面には強制空冷用ファンが取り付け

てあります。

右側面には十分な空間を設けてください。

　　

@　
@　

T

　　
@　
@皿

　　　　1

－　　i

〃　1
　　　　｛

　　　　I

　　　　l
　　　　｛
　　　　｝　　　　｝
　　　　」

（4）使用上のご注意

（a）輝度を明るくしすぎたり、スポットのま

　　ま長時間放置しないでください。

　　ブラウン管の寿命を著しく低下させる原

　　因となります。 ＼

、
〃

過
贈
讐鋤菊璽
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第2章　ご使用前の注意事項

■2．3　ハンドル兼スタンドの操作

本器のハンドルは、設置時の高さ調整用のスタンドを兼ねた携帯用ハンドルです。

（1）操作方法

ハンドルを操作するときは、必ずハンドルを手前に向け、

本器を図のように立てて行います。

（a）携帯するとき

　　両手でハンドルの根もとを左右に引っぱり、そのまま手

　　前に引き、根もとが中央にくるようにします。

　　　　　璽昌ee，

① 巳

ハンドルの根もとが中間点にきたら、ハンドルをパネル

側に回します。

ハンドルがロックされるまで確実に回します。

＿∈〕〔〕

1g　eee

　O

l働

（b）スタンドとして使用する場合

　　携帯時と同様、ハンドルの根もとを左右に引っぱり、ハ

　　ンドルが一番手前にロックされるまで引きます。

スタンドとしてご使用できます。

＼一

縫 ハンドルは必ずロックされるまで確実に引いてください。

轡
　　　　　　ロックされない状態で本体を設置しますと、

　　　　　　ハンドルが急にもとの位置に戻りますので

　　　　　　危険です。

図2－3　ハンドル操作　1

COR5502 2－5



第2章ご使用前の注意事項
ト

（2）収納方法

∂

（a）携帯時より収納するとき

　　本器をパネル面が正面に向くように立てて設置します。

ケースの左右側面にあるハンドル・ロックのレリーズ・

ノブを下に押し下げハンドルを軽く手前に回します。

ハンドルの根もとを左右に引っぱりながらロックされる

まで軽く奥まで押すと収納することができます。

（b）スタンドとして使用しているとき

　　本器のハンドルを手前に立てて設置します。

ハンドルの根もとを左右に引っぱりながら、ハンドルを

一番奥にロックされるまで押すと収納できます。

図2－4　ハンドル操作　2

2－6 COR5502



第2章　ご使用前の注意事項

■2．4　動作確認

下記に従い動作確認を行ってください。本器は電源スイッチをONにすると自動的に自己診断を行います。

電源スイッチのOFF牽確認。

▼

付属の電源コードを本器の電源コネクタに接続。

▼

電掠プラグを電源コンセントに接続。

▼

電源スイッチをON。

▼

電源スイッチ上の緑色のインジケータが点灯。

▼

画面上にリードアウトと輝線を表示します。

　　　　　　　　　　　　▼

（ストレージ●モードのとき表示
よ OR PO

一　　一　一

100・‘
P

90

10
P
0
∬
…
　
T
C RS R　　l

1 ．1 C 0． lV
．8

@0
Om
撃

図2－5　イニシャル・セットアップ

　　　　　　▼

1分ほど経過後、電源スイッチをOFF。

COR5502

▼

2－7



第2章ご使用前の注意事項
t

数秒ほど経過した後、再び電源スイッチをON。

▼

次の画面を約2秒間表示します。

CO 55 2 SCI LL CO E V R　1 ．20

。
。
鎚
1

．耳．． 旦寧．

●o

@坤毒 R M ES 毒 P SS D

毒毒 R M ES 毒 P SS D

10
P0冨・・

一1K
SU E EC 一RO CS CO P．

図2－6　自己診断　正常の場合

▼

動作確認完了

　自己診断に異常があるときは、次のような画面が表示されます。電源のON、OFFを何度か

繰り返して（OFF後再びONにするときは数秒間経過した後にお願いします）も表示する場合

には、お買い求め先または当社営業所サービス課までご連絡ください。これは本器内のROM

またはRAMに何らかの異常があることを示しています。

CO 55 2 SCI LL CO E V R　1 ．20

。
。
鎚
1

．ぞ．． β串．

90

@毒＊ R M ES 率 F lL D

幸率 R M ES 毒 F IL D

10
P0鏑・

IK SU E EC RO CS CO P．

図2－7　自己診断　異常の場合
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第3章　測定の前に

第3章測定の前に

　COR5500シリーズを使用して波形観測を実施される前に、本器の性能をフルに発揮し精度よく測

定して頂くため、簡単な調整を行います。本項に従って作業を進めてください。

画
　　　　　　第2章ご使用前の注意事項をお読みになり、

1．

2．

3．

電源電圧の確認

ヒューズの定格の確認

動作の確認

　　　　　　　　を必ずしてください。

（1）セットアップ

　　　工場出荷時には表3－1のよう．に設定（イニシャル・セットアップ）されています。

　　　もし、設定位置が異なる場合にはvoLTslDIv，TlMElDlv以外のつまみを表3－1

　　のように設定します。

表3－1　イニシャル・セットアップ

項　　　目 醐巳 位　　　置

POWER ① OFFの位置

INTEN ② 中央（クリック位置）

R　INTEN ③ 中央（クリック位置）

FOCUS ④ 中央（クリック位置）

lLLUM ⑤ 中央（クリック位置）

VERT　MODE ⑭ DUAL
VOLTS／DIV ⑩ 0．1v1Dlv

ポジション ⑫ ほぼ中央

垂直バリアブル ⑪ CALD（右回し）
●

AC⊥DC ⑨ ⊥（GND）

SOURCE ⑮ ・VERT

CPLG ⑯ AC
SLOPE ⑰ 十

LEVEL ⑱ LEVEL　AUTO
HOLDOFF ⑳ M工N

トリガ・モード ⑳ AUTO
TlME／DIV ⑳ 0．1ms1DIv

水平バリアブル ⑳ CALD（右回し）

COARSE ⑳ ほぼ中央

FlNE ⑳ ほぼ中央

マグ・スイッチ ⑳ X1
・X－Y ⑳ OFF
ALT ⑳ OFF
STRG／REAL ⑫ REAL

COR5502 3－1



第3章測定の前に

前頁のように設定して軍源プラグをコンセントに差し込む。

▼

電源スイッチをON。

▼

電源スイッチ上のインジケータが点灯することを確認。

▼

約20秒後、画面が表示されます。

▼

lNTEN・RINTEN・FOCUSの各つまみを操作林見やすく
シャープな輝線や文字にする。

00…

1

00

0
1
0∬…

T C RS R　　1
．8 Om

1 ．1 C 0． 1V 0 1m

　　　　　図3－1　イニシャル・セットアップ

F＿＿乙＿＿＿＿■＿＿＿■＿＿一一■＿一・一一一一一一一一一一■■，■一1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

11分以上経過しても管面に何も表示されない場合には、1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

＝再度はじめからやり直してください。　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　1
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COR5502

（2）　トレース・ローテーション

　　　輝線と水平軸目盛りが平行なことを確かめてください。

第3章　測定の前に

まず、CH1の入力カップリングを．⊥にして輝線を管面に

出す。

①

▼

　　　⇔旦1

輝線と水平軸目盛りが平行なこ～；を確かめてください・

②

▼

旦（

輝線が図3－2①のように水平軸の目盛りと合っていないと

き、垂直ポジション、水平ポジションのCOARSE，FINE

を調整して輝線を管面の中央に合わせる。（図3－2②）

③

▼

後面パネルにあるTRACE　ROTATEつまみを回し輝線を

水平軸目盛りに平行に合わせる。

▼

図3－2　トレース・

　　　ローテーション

画

図3－2③のように輝線と水平軸が合っていれば完了です。

地磁気等の影響を受け変化することがあります。

向きを変える、場所を移すといった場合には、必ず輝線と水平軸目盛り

との平行を確認してください。

（3）プローブの補正

　　　測定前には必ずプローブの位相補正を行ってください。

（Vp－P）端子

j．5V

　　　1

ャｿ翼噂

コンペンセータ

CH1，CH2入力端子へ

　　　　　　　　図3－3 プローブ

3－3



第3章測定の前に

プローブをCH1、またはCH2の入力端子に接続。

▼

VOLTS1DIVを10mV／DWに設定。

▼

プローブ先端をCAL端子に接続。

▼

波形を見ながらコンペンセータを絶縁ドライバー等で回し、最良な波形

になるように調整します。・

●

’
，

、

’
’
・

、
、

’

、

！

m
5

’

0

、

’
．

」

働

’

」

m
O
1

兆

0
　
　
郭
－
一
0

1

適正補正

過補正

補正不足

図3－4　プローブの補正

㊧
　　　　　　（a） プローブは一種の広帯域アッテネータを形成しています。

位相補正が正しく行われていないと観測波形に歪みを与え、

誤った波形観測をすることがあります。

（b）一度補正したプローブは他のチャンネルの入力端子には接続

　　しないでください。プローブの接続チャンネルを入れ換えた

　　場合にはそのチャンネルでもう一度補正を行って下さい。

（c）プローブ補正は、前面パネルのCAL端子の信号を使用して

　　行います。
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第3章　測定の前に

（4）プ回一ブ使用時のスケール・ファクタの変更

　　　プローブをお使いになるときは、スケール・ファクタ表示を変更します。

　　　垂直軸の感度や∠V測定値等のリードアウト値は、通常前面パネルの各入力端子での値

　　を表示しています。

　　　10：1プローブを使用したときは、プローブ先端での感度や∠V測定値に変更できます。

　　　変更方法はREAD　OUTのCMNT／CURスイッチとMODEスイッチを同時に押します。

　　　　両スイッチを押すたびに

1回目　CH1のスケール・ファクタが変更される。

▼

，0　’

10∬・・

Px
P

10

@1 C 0． 1V 0 1m

図3－5

2回目　CH2のスケール・ファクタが変更される。

▼

10
P0∬・・

1 ．1 C
x10
1V 0 1m

図3－6

3回目　CH1，CH・2のスケール・ファクタが同時1；変更される。

▼

10
P0郭・・

Px
P

10

@1 C
x10
1V 0 1m

図3－7

4回目　CH1，CH2のス．ケール・ファクタの変更がOFFになる。

■1010∬・・一

1 ．1 C 0． 1V 0 1m

　　　　　　　　　　　　　　図3－8

の順にスケール・ファクタが変化します。

⊂i…ii）カーソルによる駈等の測定時にはP×1・の位置にその測定結

　　　　　　　果が表示されます。

　　　　　　　　　　　3－5



第4章　操作方法

第4章　操　作　方　法

■・4．1 リアル・モード

リアル・モードについて、具体的な観測例を絡めながら、その機能と操作方法について説明します。

4．1．1垂直軸
　　本器がイニシャル・セットアップ（3－1頁表3－1）の状態にあれば、2っのチャンネルの信

　号が同時に観測できます。

　　信号の振幅はVOLTSIDIVおよびバリアブルつまみによって観測しやすい大きさに調整しま

　す。

　　高い精度で測定するときにはバリアブルつまみは必ずCALつの位置にしてください。

（…藝）プ・一ごをお使いのときはプ・」ブを接続するチャンネルのスケール・ファ

　　　　　クタ表ホを変更してください。また、位相補正を必ず実施してください。

　　　　　（第3章（3）プローブの補正3－3頁、（4）プローブ使用時のスケールファ

　　　　　クタの変更3－5頁をご参照ください。）

（1）入力結合

　・通常め測定ではDC結合を選択します。

　・直流成分に重畳した交流成分を測定するときはAC結合を選択します。

　・⊥ではDCにおけるOVレベルが確認できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　亜）AC結合の胎低囎数の入力信号に対して周波数特性を持ちますの

　　　　　　　　　　　　で注意が必要です。

（2）表示チャンネルの選択

　・単現象表示を行うときは、希望のチャンネルのスイッチを押します。

　・2現象表示を行うときは、DUALスイッチを押します。

　・いずれのスイッチも押されていないときにはCH1が選択されます。

・・CH1、CH2のスイッチを同時に押せば両チャンネルの入力信号の和を表示することがで

　　きます。

00R5502 4－1



第4章　操作方法

（3）CHOPIALT（チョップ／オルタネート）

　　　DUALの2現象表示では両チャンネルの信号は交互に時分割表示されています。

チョップ・モード

　　両チャンネルの波形を約500kHzのチョップ・レートで交互に表示しています。

　　通常、遅い（1ms1DWより遅い）掃引率やちらつきの目立っ繰り返し率の低い信号の

　観測に用います。

オルタネート・モード

　　1回の掃引が終了するたびに表示チャンネルを切り換えています。速い掃引率での

　観測に用います。

　　トリガSOURCEスイッチをVERTに設定したとき、オルタネート。トリガ・モード

　となり掃引ごとにトリガ信号源が切り換わり同期関係にない2っの信号を同時に静止

　して観測できます。

CHOP動作

CH1

CH2
拡大

CH1

CH2
掃引が低速でも同時に2っの

波形が観測できます。

A　LT動作

①初めの掃引

　　CH1

②　次の掃引

　　CH2

魑瞬

　　　　掃引が高速だと同時に2っの

CH1　　波形が観測できます。

CH2

図4－1　チョップーオルタネート
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第4章操作方法

（4）2信号の加減算

　・CH1とCH2のスイッチを同時に押すとADDモードとなります。

　・ADDモードではCH1とCH2の入力信号の和を表示します。

　・INV（インバート）スイッチが同時に押されている場合には両チャンネルの信号差を表

　　示します。

　　和の表示

CH1

CH2 ゆ CH1十CH2

図4－2和の表示

差の表示

　差動信号の観測や入力信号に含まれる不要な信号を取り除いて観測（同相信号除去）

　するときなどに用います。

CH1

CH2

　　CH1差

唄
CH2　1NV

ADD

一 CH1－CH2

図4－3‘差の表示

ADDモードでご使用時の注意

（a）両チャンネルの入力電圧が最大許容範囲を越えないように注意してください。両チャン

　　ネルの信号差を観測しているときには、特に注意が必要です。

（b）表示波形の垂直位置はどちらのポジシランつまみでも調整できますが、どちらも管面中

　　央付近でご使用ください。

　　（ダイナミック・レンジは垂直位置が管面中央にあるとき最も広く得られます。）

（c）　トリガSOURCEスイッチがVERTのとき、CH1の入力信号がトリガ信号源となります。

（d）カーソルによる垂直軸の測定は各チャンネルのバリアブルつまみの位置にかかわらず

　　DIV単位により表示されます。

COR5502 4－3



第4章 操作方法

4．1．2　　・ト　リ　ガ

　　　オシロスコープにとって同期は最も重要な機能です。豊富な機能を充分に活用し優れた性能

　　を発揮して測定するために同期のとり方を正しく理解してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　同期のとり方

ヒ副司騰・魔ト璽1ト翻

　　（1）トリガ・モード

　　　　　掃引のトリガ・モードを選択します。

　　　　AUTO
　　　　　トリガ信号がないときは自動的に特定の周期で掃引を繰り返し、輝線を管面に表示します。

　　　　　トリガ信号が加わると自動的にトリガ掃引に切り換わります。

　　　　　　　　（…i……i）トリガ信号がないとき・またはトリガ信号の周波数が5・地以下のとき目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　励掃引（フリーラン）状態となります。

　　　　NORM
　　　　　50Hz以下の繰り返しの遅い信号や、まれに発生する現象を観測します。

　　　　　　　　（ξi……i）トリガ条件が満たされたときのみ掃引しま丸トリガ信号のない状態で1ま

　　　　　　　　　　　　　　掃引は待機状態となり管面に輝線は表示されません。　　　　’

　　　　SINGLE

　　　　　振幅や周期が不安定で表示を静止させることができないときや単発現象を観測します。

　　　　　　　　（…ii…i）トリガ条件が満たされると一度だけ掃引を行い軌次に掃引させるには

　　　　　　　　　　　　　　RESETを押し掃引待機状態にします。

　　　　　　　　　　　　　　このときREADY　LEDが点灯します。
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第4章　操作方法

（2）ソース

　　　入力信号波形を静止して観測するためには、トリガ回路に入力信号または入力信号と

　　一定の時間的関係をもつ信号を入力する必要があります。

　　　SOURCEスイッチは、トリガ回路の信号源を選択するスイッチです。

表4－1　トリガ・ソース

SOURCE VERT　MODE トリガ信号源

CH1 CH1

CH2 CH2
VERT DUAL／ALT CH1，CH2交互

DUAL／CHOP CH1

ADD CH1

CH1 CH1，CH2，DUAL，ADD CH1

CH2 〃 CH2

EXT 〃 EXT

VERT 　単現象表示の場合、VERT　MODEで選ばれたチャンネルの入力信号が

トリガ信号源となります。

　2現象でオルタネート表示の場合チャンネル1とチャンネル2の入力信

号が交互にトリガ信号源となります。チャンネル1が表示されるときはチャ

ンネル1の入力信号がトリガ信号源に、チャンネル2が表示されるときは

チャンネル2の入力信号がトリガ信号源になります。

（…藝）VERTでは次の点に注意してください・

（a）両チャンネルめ信号の位相差を測定するには適しません。

（b）トリガ・モードがNORMではどちらか一方のチャンネルに入力信号がな

　　い場合、掃引を停止します。

（c）LEVEL　AUTO（トリガ・レベルつまみを左にまわしきるとトリガ・レ

　　ベルを自動的に最適な値に保つLEVEL　AUTOとなります）では、オル

　　タネート・トリガ動作を保証できません。

　2現象で波形観測を行うとき、両チャンネルの信号に一定の時間的関係がある場合

には、時間関係が正確に表示されるようにトリガ信号源は1っだけ選択します。

CH1 チャンネル1の入力信号がトリガ信号源となります。

CH2 チャンネル2の入力信号がトリガ信号源となります。

EXT EXT入力端子に接続された信号がトリガ信号源となります。
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第4章操作方法

（3）カップリング

　　　観測する波形に合わせて、トリガ信号源とトリガ回路の結合方式を選択します。

AC 通常この結合状態で使用します。

　トリガ信号の直流成分は除去されるためトリガ信号の直流レベルの変化に左右

されることなく安定したトリガをかけることができます。

（…藝）（a）直流レベルの変構一時的に同期がはずれることがあります・

　　　　　（b）この結合では低周波成分（10Hz以下）は減衰しますので、トリ
　　　1　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ガ信号の周波数が10Hz以下の場合にはDC結合をご使用ください。

　　　　　（c）LEVEL　AUTOでは、このスイッチにかかわらず結合方式は自

　　　　　　　動的にAC結合となります。一

HF 高周波ノイズを含んだ低周波信号の観測などに適しています。

トリガ信号に重畳した50kHz以上の高周波成分を減衰させます。

結合は直流結合となります。

1
留
旦
図

　　　高周波成分を含んだ

　　　入力波形

、

鼠
旦

へ
トリガ信号波形

トリガレベル

且 且

管面表示波形

ジッタ

安定した波形表示 不安定な波形表示

図4－4　トリガ・カップリング
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第4章　操作方法

DC 直流成分、低周波およびデューティサイクル比の大きい波形に同期をかけると

きに使用します。

　トリガ信号源はトリガ回路に直流結合され、トリガ信号の全周波数成分がトリ

ガ回路に結合されます。

TV 　テレビの映像信号から垂直同期信号と水平同期信号を抜き出し、それぞれの同

期信号をトリガ信号源にできますので非常に安定した映像波形を観測することが

できます。

　水平同期信号に同期をかけるTV．Hと垂直同期信号に同期をかけるTV．Vの切

り換えは掃引レンジに連動しており、TIME／DIVのスイッチによって行います。

　　　TV．V　：0．1ms！DIV～0．5s1DW（5s1DW）の掃引レンジ

　　　　　　　　カッコ内はストレージ・モードの場合

TV．H 20ns1DW～50μs／DIVの掃引レンジ

映像信号

同
期
信
号

司
田
里
茜
コ
ヲ

垂直1周期

■レ　TV．V

■レTV・H

極性（SLOPE）は、映像信号に合わせて下図のようにセットしてください。

映像信号

同期信号＼。
→

　　SLOPE
－

同期信号

ノ 　　　SLOPE

吟＋

映像信号

図4－5　映像信号の観測

COR5502 4－7



’

第4章操作方法

（4）ス回目プ

　SLOPEスイッチでは、観測する波形の立ち上がり部分から管面に表示するか、立ち下

がり部分から表示するやを選択します。

入力信号波形

SLOPE

歯
SLOPE

麺
／

正のスロープ

（　　吟

負のスロープ

同期の極性

吟

管面表示波形

図4－6　トリガ・スロープ

本器は、SLOPEスイッチにトリガ信号源として電源（LINE）信号を選択できます。

電源周波数に同期した信号などを観測するときに適しています。
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第4章操作方法

（5）レベル

　　　LEVELつまみは観測波形を静止させ、かっ波形の書き出し点を自由に設定できます。

　　また、LEVEL　AUTOの位置（つまみ左まわしきり）ではトリガ・レベルを自動的に最

　　適な値に設定します。

1垂・遷＋

　　　トリガ信号波形

トリガ点（SLOPEは＋）

6　＼
一LEVEL■》
．◎＋ （SLOPE十）

一一一一一一一一一一一一一一
@LEVEL

　　　　　　　　　　　　　　　　　．◎＋瞬

トリガ信号波形

トリカ蛸．モード

はAUTO

管面表示波形

図4－7　トリガ・レベル

LEVEL　AUTOではトリガ信号源の波形の＋ピーク、一ピークを検出し、その中間に

トリガ・レベルを自動的に設定します。

　　　　十PEAK

一一
@　　　LEVEL　　　一

　　　　一PEAK

一一　　一　　一

一　　一　　一 一　　一

一
一

十PEAK

LEVEL

－PEAK

図4－8　トリガ・レベルオート

⊂i……i）（a）LEVELAUT・で1まオルタネート・トリカ動作を保証できません・

　　　　　（b）LEVEL　AUTOではトリガ感度はレベル調整時より低下します。

（c）LEVEL　AUTOではCPLGスイッチにはかかわりなく自動的に

　AC結合となります。
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第4章　操作方法

（6）ホールドオフ

　　　HOLDOFFは掃引波形の掃引休止時間を調整して、複雑な繰り返し周期を持つ信号に。

　　同期をかけるつまみです。

　デジタル技術が進みパルス波形の観測も単なる同一周期からなる連続した信号の観測

ばかりではなく、デジタル・オーディオのようなパルス符号として扱う、様々な周期を

持つパルス信号を観測することが増えています。

　このように観測波形が2っ以上の繰り返し周期を持つような場合、前述のLEVELつまみ

だけの操作では同期をとることができないことがあります。そこでHOLDOFFを使います。

①

　複雑な波形（デジタル信号）　　　太い部分が管面に表示される

トー一繰り返し周期一→　　＼

l
l
｛
1
1

1
I
I
I
I

1
I
I

掃引波形

の

波形が重なる

②

l
I
［
1
1

I　　　　　　　i

1この
1

1HOLDOFF
ド
1時間を可変

吟

図4－9　ホールドオフ

図4－9①

図4－9②

1回目の掃引と2回目以降の掃引がそれぞれ別の波形を管面に表示しているので、

さまざまな波形が重なり観測に支障をきたしています。

HOLDOFFを調整して表示波形の重なりをなくし、掃引周期を複雑な波形の繰

り返し周期と同期をとり、毎回掃引が同じ周期のパルス列からスタートするよう

にしています。
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第4章　操作方法
！

4．1．3水平軸

（1）波形拡大

　　　管面波形の一部を拡大したいときマグ・スイッチを使えば管面中央から左右に拡大し

　　た波形が得られます。

　　　目的に合わせて5倍、10倍および50倍から選びます。

　　拡大したとき、管面には次のように元の掃引時間のほかにその右側に拡大率とマグ掃引

　　時間を表示します。

10
P0∬・・

1 ．1 C 0． 1V 0 1m
AG
@　1
X10
Oμs

　　　　　　　　　　　図4－10

拡大率×50はリアル・モード0．5μs／DIV～0．5slDIV間のみ有効です。

⊂藝）×5・は上記以外の条件で使いますと掃引誤差を生じ親

管面には

　　　　I　NVAL　l　D

　　　　　　　　　　　の文字を約2秒間表示し、

マグ掃引のスケール・ファクタを表示する位置には非校正

であることを表す

　　　　　UNCAL

を表示します。

l
o
I
O
∬
。
・

1 ．1 C 0． 1V 0 1μ

AG
@u
X50
bAL

図4－11

本器の最高掃引時間は拡大率10倍のときに得られます。

最高掃引時間

20nslDrV　x　1／10　ニ　2ns／Dr▽
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第4章操作方法

〈〉COARSE，FINEにより全ての部分を

「一
ぽ　　　　ロ

」　1
　　Lイ

　観測できます。

、A同一ハ、

　　　　図4－11波形拡大

声ヂ「しヂ

オルタネート・マグ掃引

　・波形拡大のとき、HORIZ　MODEのALTスイッチを押すと主掃引とマグ掃引を交互に表

　　示するオルタネート・マグ掃引となります。

　・オルタネート・マグ掃引ではTRACE　SEPつまみによって主掃引からマグ掃引を±4DIV

　　以上に引き離すことができます。

　・拡大時、管面には拡大率と拡大された掃引時間をデジタル表示します。

　・カーソルによる時間測定や周波数測定では拡大率に応じた測定結果をデジタル表示します。

オルタネート・マグ操作方法

ALTスイッチを押す。

軍 リアル・モード、マグ・スイッチが拡大になって

いる。

オルタネート・マグ掃引をする。
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第4章　操作方法

o・

o

！0

P

T C RS R　1

1 ．1 C 0． 1V
80
@0
0μ

Pm
AG
@l
X10
Oμs

主掃引

マグ掃引

図4－13　オルタネート・マグ掃引

（2）X－Y動作
　　　X－Y動作はリサージュ波形による2っの信号の周波数関係や位相差関係などの観測に

　　利用します。

X－Yの操作方法

HORIZ　MODEのX－Yスイッチを押す。

▼ リアル・モード

X－Y動作に切り換わる。

亜）（a）X－Y動作でのカーソル醐まできません・

　　　　　（b）X－Y動作はリアル・モードのみ有効です。

（c）X－Y動作において高い周波数を観測する場合、本器のX軸、

　Y軸間の周波数帯域幅、位相差に注意してください。また、低

　　い周波数においても入力結合によっては位相差を生じます。入

　力結合はなるべく両チャンネルともDCでご使用ください。
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第4章操作方法

（a）リサージュ波形による周波数の測定

HORlZ　MODEのX－Yスイッチを押す。

▼

X軸に周波数を読むことができる信号発生器（SG）を接続。

▼

Y軸に周波数の未知な信号（被測定器）を接続。

▼

VOLTS／DIV、バリアブルつまみおよびポジションのつまみを

調整し、管面全体に図形が表示されるようにする。

▼

信号発生器の周波数を変化し、図4－14のように図形が静止する

ところを探す。

▼

図形から未知の周波数を求めます。

未知周波数田z］一
水平目盛線との交点数
　　　　　　　　　　X垂直目盛線との交点数

信号発生器の周波数［Hz］

4　　　2（H）

2　　　1（V）

交点は2点と
数えます。

6　　　3（H）

4　　　2（V）

物鼎お賢哲δ8筍 諾　量
㎜
軸
㎜
㎝
幽

　　　　　髄■■口　　　　　，闘■

盾n7000Φ○

皷zL
脚　　　　u国国

寃ﾏ・丁
ﾕ㎜　　口㌧串　　■自剛

券氓艶

よ　鶴

CH嚇　　臥㎜　　C”皐　　　丁1輔E！D揮
f◎㎜（コ．（》．　　　‘　　⊥　賦　　　　　　　　　　　一

一＆

㎜
6Hr　　　図　図

@　縄
OH■　　　　　　　　　巳x▼　　　図

@Ω譜＿　◎躍

既知周波数（FGE3250）

善隆國…田島圏三号⊥ 墨
｝

未知周波数

…馨瓢一…曇1 1羅i蕃i甘2

図4－14　リサージュ波形による周波数の測定
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第4章操作方法

（b）リサージュ波形による位相差の測定

HoRoz　MoDEのx－Yスイッチを押す。

▼

X紳・Y軸に同一の周波数の2信号（ステレオ信号など）を接続・

▼

リサージュ図形を描く。

▼

図4－15から次式により2信号間の位相差を求めます。

　　　　　　　B
位相差θ＝sin一ユー
　　　　　　　A

“
U

180。 150。（240。）　90。（270。）　　60。（3000）

図4－15　リサージュ波形による位相差の測定

oo（360。）
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第4章　操作方法

4．1．4　Z　軸

　外部から輝線の一部の明るさをコントロールするようなときに使用します。

　また、垂直軸に入力する信号に同期させた信号を加えれ1ま輝度変調マーカーとしても使用できま

す。負極性の信号を加えると輝度が上がります。

　本器のZ軸入力端子はEXTトリガ入力端子と兼用です。トリガSOURCEスイッチがVERT、

CH1、CH2のいずれかに設定されているときZ軸入力端子として機能します。

SOURCE

VERT「
CH1匡I
CH2」
EXT

この間ではEXT入力端子はZ軸

入力端子として機能します。

図4－16　Z軸の選択

亜）禦協諜婆騨鰻罷窮羅蘇蒙蕪離籍焦欝

　　　　　れを生じることがあります。
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第4章操作方法

4．1．5　コメント

　測定条件の記録や、波形の説明などに便利なコメント表示機能を備えています。

数字、アルファベットなど最大32文字2行のコメントをコメント表示エリアに表示できます。

　2っの専用メモリCMNT1、CMNT2を備え、測定状況に応じてあらかじめ記憶させておい

たコメントを選択できます。

　このコメントには日付、測定条件、測定対象、測定者名などを入力し写真に記録できます。

　ストレージ・モードではHP－GLコマンド対応のプロッタに出力し記録することができます。

（…i……i）プ・ッタを使用するときはオプシ・ンのGPIBインターフェイス

　　　　　（IFO1－COR）またはRS－232Cインターフェイス（IFO2－COR）

　　　　　が必要です。

00－
P

MN 1 〈＞

9

マー 一

O
I
O
∬
■
’

1 1 C 0． 1V 0 1m

　
ア
　
リ
　
エ
　
ト
　
ル
㍉
ノ

図4－17　コメント・エリア

（1）コメントの入力

（入力例）

xx．01．02
CH　l　S　I　G

READ　OUTのCMNT／CURスイッ手を押す。

甲 管面にCMNT1の文字が約2秒間表示されます。

READ　OUTのMODEスイッチを押す。

で 一度消えていたCMNT1の文字とともに〈〉が表示さ

れます。コメント・エリアにはマーカーが点滅して現れ

ます。

竃つまみを回しマーカーを文字を書き入れる初めの

位置に移動。

賢
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第4章操作方法

MODEスイッチを押す。

▼ 〈〉に変わってSEL（セレクト）の文字が表示され、文字

の選択モードに入ったことを示します。

篁つまみを回して入力する文字を選択。 ※1

▼ 選択した文字とマーカーが交互に表示されます。

竃つまみを押す。 ※2

▼ 選択した文字が入力されマーカーは一文字分右へ移動しま

す。

※1、※2を繰り返して残りの文字を入力。

▼ スペースは、竃つまみを廻さずに押します。つづけて押せ

ばスペースを連続して入力することができます。

MODEスイッチを2回押して入力モードをOFF。

MODEスイッチを押すごとにく〉→SEL→SPC→ERS
→OFFを繰り返します。0．FFは表示されません。

入力モードをOFFにするとCMNT1の文字も約2秒後

に管面から消えます。これでCMNT1のメモリに以上の

コメントが入力されます。

L
・
E
H
S
．

－
，

1
0

N
・
M
H

m
1

0V
I

0C
1
●

ひ
　
　
0
0
1
0

o
　
　
沖
一
0

1

図4－18　コメントの入力
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第4章　操作方法

（2）コメントの変更

　　　（1）で入力した日付を変更する。

　　　　　（変更例）　xx．01．02→ x　x．03．04

（1）の入力と同様の操作によりCMNT1〈〉を選択。

▼

糞つまみを回しマーカーを1に移動。

▼ 文字とマーカーが交互に表示。

MODEスイッチを1回押しSELを選択。

▼

童つまみを廻し文字を選択。

▼ このとき選択される文字は変更前の文字からスタートします。

上記の場合変更前の文字が1ですからつまみを右に回せば2、

3、……と左へ回せば0、＿、：…と文字が変化します。

軍つまみを押す。

▼ 1の代わりに3が入力されマーカーは右へ移動します。

変更しない文字のところは竃つまみを回さず断続的に押す。

▼ 文字は元のままマーカーのみ右へ移動していきます。

MODEスイッチを2回押して入力モードを0．FF。

00・
P

堺． 1

s貼
oo

XX． 03． 02一

CH SI G

10
P0∬・’

1 ．1 C 0． 1V 0 lm

COR5502

図4－19　コメントの変更
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第4章 操作方法

　　（3）コメントの消去

　　　（a）部分消去

　　　　　　　（消去例）　CH1 SIG→SIG

CMNT／CURスイッチを押してCMNT1を選択。

MODEスイッチを3回押す。

置つまみを回して消去するCの位置まで移動。

▼

▼　　　一度消えていたCMNT1の文字とともにSPC（スペース）

　　　　が表示されます。さらに、コメント・エリアにはマーカー

　　　　が点滅して表示されます。

▼　　　文字とマーカーが交互に表示されます。

窟つまみを押す。

▼　　　Cの文字が消えマーカーは右へ移動しHと交互に表示さ

　　　　れます。

窟つまみを続けて2回押す。

▼ CH1の文字がすべて消去されます。

MODEスイッチを2回押してコメント入力モードをOFF。

これでCMNT1のメモリにはCH1が消去されたコメン

トが記憶されます。

0ひ・
P

MN． 1 SPC

00
XX． 03． 04

口口 □SI一 G

10
P0∬”

ノ1 1 C 0． 1V 0 1m

図4－20　コメントの消去
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COR5502

（b）一括消去

第4章操作方法

C｝NT／CURスイッチを押してCMNT1を選択。’

MODEスイッチを4回押す。

竃つまみを押す。

▼

▼　　　一度消えていたCMNT1の文字とともにERS

　　　　　（イレーズ）が表示されます。

　　　　　CMNT1のメモリの内容が管面から消えます。

（…iii…）一度消去したコメントを復活することはできません・

00・・

P

Mざ．
1
． E略

90
口口 口口 口口

口口 ロロ 口

10
P0∬。’

1 ．1 C 0． 1V 0 1m

図4－21　コメントの消去
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第4章　操作方法

4．1．6　カーソル

カーソル機能により電圧、時間、および周波数の測定ができます。

測定結果は管面にデジタル表示します。

（1）∠T

（a）時間測定

　　方形波の立ち上がり時間の測定を例に、カーソルによる2点間の時間測定について説明

　　します。

VOLTS／DIV、垂直軸バリアブルつまみとポジションつまみを調整。

▼ 波形の振幅が管面5Drvになるように、且つ、波形の下端が

0％の目盛りに上端が100％の目盛りに合うようにします。

TlME／DIVを調整。

▼ 波形の立ち上がり部分全体が観測できるようにします。

必要ならばマグ・スイッチを操作して拡大表示します。

但し、TIM∈／DIVのバリアブルつまみはCALDの位置

（つまみ右回しきりの位置）にあることを確認してください。

READ　OUTあMODEスイッチを押して∠Tモードを選択。

▼ 管面の垂直方向に破線と点線の2本のカーソルと管面の左下

に童つまみの機能を表示します。

重つまみを押してこのつま参の機能をCURSOR1にする。

▼

糞つまみを回してCURSOR1（破線）を波形が10％の目盛りと交差する

点に合わせる。

▼

置つまみを押してこのつまみの機能をCURSOR2にする。

▼

篁つまみを回してCURSOR2（点線）を90％の目盛りと交差する点に合

わせる。

▼

測定結果がデジタル表示されます。
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第4章　操作方法

このとき表示される値が表示されている波形の立ち上がり時間です。

マグ・スイッチがONになっている場合には拡大率に応じた時間表示を行います。

（…ii…i）TIME／DIVのバリアブルつまみがUNCAL状態にある場合・測定

　　　　　結果は？となり測定できません。

9

1’『● 1
．
1
．
＝

0【ト・

P
00

1
0

1
■
1
■

I
l

9
■
■
口
1
1

l
l

9
■
1
■
巳
■

uト母→一← ・尋→一路→・ ・卜卜一十→

　I

戟@　l←

E｝・

qI　1

　　一Cl　l帰 →幅ト1・曹一

　■
@●@巳
@曝@●@o・→・1ヲ　ト

@書
@’＝一

@■

一ト1→・甲ト ・1・‘→　卜 →一1一専→

T C RS

1 10m

1 15 1
0
■
0
0
n

S AG X10
Tns

垂直振幅　5DW

立ち上がり時間

図4－22　立ち上がり時間の測定

立ち下がり時間を測定する場合にはトリガSLOPEを一に設定し、．同様の方法により測

定を行います。
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第4章　操作方法

（b）時間比測定

　　方形波のデューティ比の測定を例に2っの異なった時間間隔比の測定について説明します。

管面上の表示波形をTlME／DlVとバリアブルつまみを調整

して、波形の周期が水平方向に5DIVとなるように合わせる。

▼

READ　OUTのMODEスイッチを押して∠T（DIV）モード

を選択。

▼

CURSOR1を方形波の立ち上がりに、CURSOR2を立ち下

がりに合わせる。

▼

測定結果がDIV単位でデジタル表示さμます。

このとき、’ TDWを1っの基準として考えると、測定データを20倍する

ことにより基準に対する比として％に換算することができます。

図4－23の例では測定データが2．55DWであることから

　　　　2．55x20＝51．
となり、デューティ比51：49ということになります。

水平振幅　5DW

■

＝
0【｝

P
↓

00

10
P
0駕・

@T C RS（ R　1 ＝

1 Om

了．巳5

рO

DI
Qm

図4－23　デューティ比の測定
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第4章操作方法

（c）位相差測定

　　位相差の測定について説明します。

両チャンネルの表示波形の振幅が等しくなるように各チャンネルの

VOLTS／DIV、バリアブルつまみを調整。

▼ 振幅はできるだけ大きぐ表示させます。

ポジションつまみを操作して両チャンネルの波形とも管面中央に設定。

▼

管面上の表示波形をTlME／DlVとバリアブルつまみを調整して、波

形の周期が水平方向に8DIVとなるように合わせる。

▼

READ　OUTのMODEスイッチを押して∠T（DIV）モードを選択。

▼

CURSOR1を基準となる波形と管面中央の水平目盛りの交点に、

CURSOR2を比較する波形と管面中央の水平目盛りの交点にそれ

ぞれ合わせる。

▼

測定結果がDIV単位でデジタル表示されます。

このとき1DWあたり45degの位相差ですから、測定結果を45倍すれば2っの信

号の位相差をdeg単位で表すことができます。
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4－24

扁
位相差の測定

基準信号

比較信号
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第4章　操作方法

（2）1／∠丁

　　周波数の測定

TIME／DlVを操作して波形の一周期ができるだ耐広く表示さ

れるように設定。

▼ 必要に応じてマグ・スイッチを操作します。

このときバリアブルつまみはCAL『Dの位置（つまみ右回し

きりの位置）にします。

CURSOL1、2を一周期の間隔に合わせる。

▼

READ　OuTのMODEスイッチを押して1／∠Tモードを選択。

▼

測定結果がHz単位でデジタル表示されます。

（…i……i）TIME／D［VのバリアブルつまみがUNCAL状態にある

　　　　　場合、測定結果は？となり測定できません。

D
甲
O
l00

10
P
0
曽
1／∠ C RS R　　1

1 Om

1．

@0
Ok
Qm
Z

図4－25　周波数の測定
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第4章　操作方法

（3）」V

　（a）電圧測定

　　　カーソルによる2点間の電圧測定について、正弦波の振幅測定を例に説明します。

VOLTS／DIV、ポジションつまみを調整する。

▼ 振幅はできるだけ大きく表示させます。

READ　OUTのMODEスイッチを押して∠Vモードを選択。

▼

CURSOR1を波形最上端に合わせる。
CURSOR2を波形最下端‘；合わせる。

▼

測定結果がデジタル表示されます。

（…藝）V・LTS／DIVのバリアブノレつまみがUNCAL状態にあ

　　　　　る場合、測定結果は？となり測定できません。
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図4－26　電圧測定
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第4章操作方法

（b）電圧比測定

　　方形波測定の代表的なパラメータであるオーバーシュートの測定を例にカーソルによる

　　電圧比測定について説明します。

VOLTS／DlV，バリアブルつまみおよびポジションつまみを調整。

▽ 波形の振幅が管面5DIVになるように波形の下端が0％の

目盛りに、上端が100％の目盛りに合うようにします。

TIME／DIVを調整。

▽ 波形の測定部分全体が観測できるようにします。

必要ならばマグ・スイッチを操作して拡大表示します。

READ　OUTのMODEスイッチを押し測定モードを∠V（DIV）

に選択。

▽

1測定結果はDIV単位でデジタル表示されます。

　このとき、5DWを1っの基準として考えると、測定データを20倍する

　ことにより基準に対する比として％に換算することができます。

i　図4－27の例では測定データが0．30DIVであることから
・

　　　　　　・
　　　　　　0．30　　×　20　ニ　6
ロ

き

1となり6％のオーバーシュートということになります。
…
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図4－27　オーバーシュート測定
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第4章　操作方法

（4）コメント表示中のカーソル操作について

　　　READOUTのMODEスイッチはコメント入力モードの選択とカーソル・モードの選択

　　の機能を兼ねています。

　　　コメント表示中に、このMODEスイッチをコメント入力モード選択機能からカーソル・

　　モード選択機能にかえる方法について説明します。

（a）コメント表示状態のとき

竃つまみを押す。

（b）コメント入力モード状態のとき

MODEスイッチを押し入力モードをOFF。

▼ 管面情報位置11のCMNT1＜＞等の表示が

消えるまでMODEスイッチを押します。

嵐つまみを押す。
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第4章操作方法

ト
一

■4．2　ストレージ・モード

　この項ではストレージ・モードについて、具体的な観測例を絡めながらその機能と操作方法の詳細を

説明します。

4．2．1　ストレージ・モードとリアル・モード

本器のリアル・モードとストレージ・モードの操作上の違いについて解説します。

ストレージ・モードでは以下に示すようなリアル・モードにはない機能や制約があります。

これらをよくご理解の上ご使用くださるようお願いいたします。

（1）CRTコントロール

・INTENつまみが同じ位置でも掃引レンジによってはリアル・モードとストレージ・モー

　ドの違いによって輝線に輝度差を生じます。

　これはリアル・モードとストレージ・モードの掃引率の差によって生じます。

　リアル・モードは掃引レンジによって掃引率が異なり、ストレージ・モードは掃引レン

　ジにかかわることなく掃引率は一定です。

本器はINTENつまみが中央（クリック位置）にあり、掃引レンジが1ms／DIV付近にあ

るとき両者の輝線の輝度が同じようになるように設計されています。

（2）垂直軸

・VERT　MODEのCHOP／ALTのスイッチは機能しません。

両チャンネルの信号は常に同時にデジタイズされています。

　（両チャンネルに独立したA／Dコンバータを搭載しています。）

（3）トリガ

・トリガ・モードのSINGLE（単掃引動作）はストレージ・モードの特長を生かした機能

　を備えています。

4．2．12　“ストレージ・モードにおける単掃引”をご参照ください。

・トリガSOURCEのVERTはDUAL動作時には機能しません。

　トリガ信号源はCH1の入力信号となります。

・HOLDOFFは機能しません。

・リアル・モードでは不可能なトリガ以前の現象を観測することができます。

4．2．8　“プリトリガ”をご参照ください。
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第4章　操作方法

（4》水平軸

・掃引レンジによってストレージ・モードの特長を生かした動作モードの設定が可能です。

動作モードの設定については、4．2．2　“ストレージ・メニュー”をご参照ください。

0．2s！Drv～　　　5s／Drv

20ns／Dw～2μs／DIv

20μs／DW～　　5s／DW

ロール・モードの設定が可能です。

リピティティブ・モードの設定が可能です。

エンベロープ・モードの設定力河能です。

各モードについては関連項目をご参照ください。

・バリアブルつまみは機能しません。

・HORlZ　MODEのX－YおよびALTは機能しません。

・マグ・スイッチによる拡大が可能です。拡大率は×5，x10のみ有効です。

拡大率×50は動作しますが、掃引精度を保証できません。

　ストレージ・モードで×50を設定したとき、管面の中央には

lNVALID

を約2秒間表示し、動作が無効であることを知らせます。

また、マグ掃引のスケール・ファクタを表示する位置には非校正であることを表す

UNCAL

を表示します。

　以上が基本的なリアル・モードとストレージ・モードの違いです。

　ストレージ・モードの各動作について理解を深め、各動作モードを有効にご利用して

頂くためさらに詳しい説明をします。
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第4章　操作方法

4．2．2　ストレージ・メニュー

　ストレージ・メニューではディスプレイ・モード（ロール・モード、インターポーレーション・

モード、ビュー・タイム）やアクイジション・モード（リピティティブ・モード・エンベロープ●

モード）の各動作モードの設定を行います。

（1）メニューのイニシャル・セットアップ

　　　出荷時メニューは図4－28のように設定されています。

メニュー ステータス

OR PO

00・
P R LL ： ON
00

R T ： ON

十H一 十・ト十十 ・略→十卜 H十十 1－H・十 『H
吾 →￥｛ 一1 卜

　幽
ｨ卜等 1一
早耳
1

1 TR L ： 1N

V EW T ： FF
10
P0∬一

一や bデ ： 鹸●

1 ．1 C 0． 1V 0 1m

マーカー

図4－28　ストレージ・メニュー

（ξ藝i）メニュー上のステータスの・N状態は・各モードとも定められた掃

　　　　　引レンジ内、または定められた条件下で動作可能であることを示し
　　　　　　　ラ
　　　　　ています。

　　　　　動作条件をはずれた場合には自動的にOFFになり、また動作条件

　　　　　が満たされると自動的にONになります。

ROLL（ロール・モード）

RPT（リピティティブ・モード）

ENV（エンベロープ・モード）

lNTRPL（インターポーレーション）

VIEW　T（ビュー・タイム）

PLOT（プロット）

：0．2s／DW～5s／DWの範囲で動作可能です。

20ns／DW～2μs1DIVの範囲で動作可能です。

20μs／DW～5s／DWの範囲で動作可能です。

20ns／DIV～2μs／DWの範囲でリピティティブ・モー

　ドがOFFのとき、およびポーズ拡大のとき動作可能で

　す。

　ロール・モードでトリガ・モードがNORMのとき、リ

　ピティティブ・モードがOFFのとき動作可能です。

　動作にはオプションのGPIBインターフェイス（IFO1－

　COR）またはRS－232Cインターフェイス（IFO2－COR）

　が必要です。

　ご使用については個別取扱説明書をご参照ください。

4－32 00R5502



COR5502

第4章操作方法

（2）メニュー設定

　　　エンベロープ・モードおよびビュー・タイムのステータスの変更（OFF→ON）を例

　　にストレージ・メニューの設定について説明いたします。

MENUスイッチを押す。

▼ 管面にメニューが表示されます。

さらにMENUスイッチを2回押す。

▼ マーカー〈がENVに移動します。

STATUSスイッチを押す。

▼ ステータスがOFFからONに変わります。

管面右上にENVの文字が表示されます。

MENUスイッチを2回押す。

▼ マーカー〈がVlEW　Tに移動します。

STATUSスイッチを押す。

▼ ステータスがOFFからONに変わります。

管面右上に∠マークが表示されます。

MENUスイッチを2回押す。

　　　　　　　　　　　メニューが管面から消えます。

その他のモード設定についても同様の操作手順によって行います。

OR PO EN 」

00・・

P R LL ： ON
90

R T ： ON

十ト
＋再 無．

←H一
　●
{：トト

．剛．
十十十 H

1 TR L ： IN

V EW T ： FF
10
P0∬・・

・　　　・

P OT ： FF

1 ．1 C 0． 1V 0 1m

　　　図4－29　ストレージ・メニューの操作

（…………i）VIEWTはノーマル・トリガ・モードの時。欄でき甑
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4．2．3　ロール・モード

　ロール．モードはゆっくりと変化する窺象や、繰り返し周期の遅い信号を連続的に観測するの

に適したモードです。

　波形は管面上を右から左へ流れるように表示されます。最新の波形データは管面右端に表示さ

れ、古いデータは順次左へ移動し管面の左端から消えていきます。

（…ii…i）本器の・一ル・モードは掃引レンジα2s1DW－5s／DWの範囲で

　　　　　動作可能です。

本器のロール・モードはトリガ・モードの設定により以下のような使い分けをすることができます。

表4－2　トリガ・モードによるロール・モードの動作

トリガ・モード

A　U　TO

N
O
R
M

V　I　EW　T

O　F　F

V　l．EW　T

ON

S　l　N　G　L　E

ローノレ・モード

トリガ信号に関わりなく波形は常に管面を右から左へ

流れていきます。

波形の連続変化を観測する場合に適しています。

入力信号がトリガ条件を満たし波形上のトリガ点が

TRIG　PTで設定された管面上の位置にくるまで洗れ

．ます。トリガ点が指定された位置にくると波形は停止

し、約1秒経過後再び流れ始めます。

以上を繰り返します。

4．2．7“ビュー・タイム”をご参照ください。

RESETスイッチが押されると同時に波形は流れはじ

めます。入力信号がトリガ条件を満たし波形上のトリ

ガ点がTRIG　PTで設定された管面上の位置にくると

波形は停止します。

4．2．12　“ストレージ・モードにおける単掃引”を

ご参照ください。
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解説

ロール・モードとノーマル・サンプリング・モード

　ノーマル・サンプリング・モードでは

▼

入力信号をデジタイズしそのデータを

Aクイジション・メモリに書き込む。

▼

書き込みが終了したら結果をディスプレイ・

鼻メモリに転送し管面に表示する。

▼

　このアクイジション動作を繰り返し管面の表示波形は更新されています。

したがって、ノーマル・サンプリング・モードの低速掃引レンジで同期をかけて繰り返し率

の低い入力信号を観測しようとした場合、トリガされてからアクイジション・メモリのすべ

てが書き変わるまでかなりの時間がかかり、表示が更新するまで波形の変化がわかりません。

　ロール・モードはこの問題を解決するための“アクイジション・メモリに波形データを書

き込みながら表示する”というディスプレイ・モードです。

　最新の波形データは管面右端に表示され、古いデータは順次左へ移動し管面の左端から消

えていき、波形は管面上を右から左へ流れるように表示されます。

⊆一そ．

一wノ

①

図
②

一

③

図4－30　ロール動作

本器のロール・モードは図4－30①の記録紙がメモリに相当します。①図のようなペンレコー

ダの場合、記録紙が1周すると2周目からは前の記録の上に新たなデータを重ね書きしていき

ますが、本器のロール・モードではメモリにすべて書き込まれると、新たなデータが書き込ま

れるごとに一番古いデータを消去していきます。そしてメモリから読み出したデータを編集し

ながら最新のデータが管面の右端に、r番古いデータが左端に表示されるようにしています。
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4．2．4　リピティティブ・モード

　リピティティブ・モードは最高実時間サンプリング・レート（本器では80MSls）よりも高い

周波数成分を持つ繰り返し性のある入力信号をデジタイズするときに使用します。

（…藝i）・本器のリピティティブ・モード1ま掃引レンジ2・ns1DW－2μs1DW

　　　　　　の範囲で動作可能です。

　　　　　・リピティティブ・モードでデジタイズできる信号は安定した繰り

　　　　　　返し信号に限ります。（解説をご参照ください）

　リピティティブ・モードでは最高実時間サンプリングよりも高い周波数成分を持つ信号をデジ

タイズできるため、サンプリング・レートが速くなったことと等価になることから、このサンプ

リング方式を実時間サンプリング方式に対して等価時間サンプリング方式といいます。

本器の等価時間サンプリングにはランダム・サンプリング方式を採用しています。

ランダム・サンプリング方式による等価時間サンプルでは実時間サンプリング同様、トリガ以前

の現象を観測するプリトリガ機能が動作します。

表4－3　掃引レンジと等価サンプル・レート

TlME／DlV
|引レンジ

SAMPLE／s
Tンプル・レート

point／DIV

fータ数
サンプリング方式

5μs 80MS 400point
最高実時間サンプリング　　　　　　　　　　　一　　　一　　－　　層　　　層　　・　　　・

2 200 400 等価時間サンプリング

1 400 400

0．5 800 400

0．2 2GS 400

0．1 4 400

50ns 8 400

20 20 400

本器の等価時間サンプリングによる周波数帯域幅は100MHz－3dBとなります。

（ξ藝i）本器の最高等価時間サンプリング1ま20GS／sとなり理論上2GHzの

　　　　　周波数帯域幅を持つことになりますが、本器の垂直増幅器が持つ周

　　　　　波数帯域幅による制限を受けます。

　　　　　　（4．2．13“実効ストレージ周波数帯域幅”をご参照ください）
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解　説

　　　サンプリング方式には実時間サンプリングと等価時間サンプリングの2つがあり、更に、等

　　価時間サンプリングにはシーケンシャル・サンプリング方式とランダム・サンプリング方式が

　　あります。

サンプ・…｛韓協多グ｛1；獅粥・ング

（1）実時間サンプリング

　実時間サンプリング方式は1シーケンスで」画面を構成する波形データをすべてサンプリン

グします。この方式はサンプリング・レートの1／2以下の周波数成分しか持たない信号や繰り

返し性のない信号のサンプリングに適しています。

　入力信号の中にサンプリング・レートの1／2よりも高い周波数成分が含まれるとエイリアシ

ング現象を生じます。

（2）等価時間サンプリング

等価時間サンプリング方式は1シーケンスで入力信号の一部を抜き取りサンプリングし、こ

れを繰り返し行い一画面分の波形を完成させます。したがって、このサンプリング方式で再現

できる入力信号は安定した繰り返し信号に限られます。

（3）シーケンシャル・サンプリング

　シーケンシャル・サンプリングは1シーケンスで入力信号のトリガ点を基準に特定の位置を

サンプリングし、シーケンスごとにサンプリング点を一定間隔づっずらせて1画面分の波形を

完成させます。

　1画面の波形が100ポイントのデータで構成されている場合、最大100シーケンスで1波形

を組立てます。

　このサンプリングではトリガ点を基準にサンプリング点を決めるため、トリガ以前の現象は

観測できません。

第1シーケンス 第2シーケンス 第3シーケンス

図4－31　シーケンシャル・サンプリング
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（4）ランダム・サンプリング

　ランダム・サンプリングは1シーケンスで入力波形のランダムな位置をトリガ点との位置を

計測しながらサンプリングし、これを繰り返して波形を組立てていきます。

　波形のサンプリングする位置はランダムであるため同じ部分をサンプリングすることもあり、

組立てにかかる時間を特定できませんが、実時間サンプリング同様トリガ以前を観測すること

ができます。

第1シーケンス 第2シーケンス 第3シーケンス

：
く

図4－32　ランダム・サンプリング
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4．2．5　エンベロープ・モード

　　　エンベロープ・モードはグリッチの検出や変調信号のエンベロープ表示、エイリアシング現象

　　の識別に有効なモードです。

　　　エンベロープ・モードではサンプリング・レート間に生ずる信号の変化の最大値、最小値を検

　出し、この値を次のサンプリングまで保持しデジタイズします。

　本器は最大値、最小値の検出にアナログ・ピーク検出回路を採用しています。

　　　　　　　　　（…iii…）本器のエンベ・一プ・モード1ま掃引レンジ2・μs／DW－5s！DWの

　　　　　　　　　　　　　　　範囲で動作可能です。

グリッチ検出

①エンベロープ・モード・オフ

この間に発生する振幅の最大値または最小値を

ピークホールド回路によって次のサンプリング

まで保持します。

・　．　．

ノ
寺
葦

②エンベロープ・モード・オン

入力波形

サンプリング・クロック

表示波形

図4－33　エンベロープ・モードによるグリッチ検出

エイリアシングの識別

①エンベロープ・モード・オフ

』 ②エンベロープ・モード・オン

図4－34　エイリァシングの識別
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解　説

エイリアシング（aliasing）

　ナイキストのサンプリング定理によれば、デジタイズした波形データに元の波形情報がすべ

て含まれるためには入力信号周波数の2倍以上のサンプリング・レートが必要とされています。

　エイリアシングとはこの定理が守れなくなり、入力信号の中にサンプリング・レートの1／2

（ナイキスト周波数）よりも高い周波数成分が含まれるようになったとき、この高い周波数成

分がナイキスト周波数より低い周波数成分に化けてしまい、元の波形を再現できない現象をい

います。

サンプリング

�

入力波形

エイリアシング波形

図4－35　エイリアシング

図4－35ではナイキスト周波数よりも高い周波数の信号を入力したため、デジタイズし表示

したとき、入力信号の周波数とは異なる周波数の波形として表示されます。

　エイリアシングを防止するためにはサンプリング・レートを入力信号の2倍以上に選ぶか、

入力信号の周波数成分にナイキスト周波数以上の成分が含まれないようにフィルタ（アンチ・

エイリアシング・フィルタ）を使用するしかありません。

　しかしながら、サンプリング・レートには上限があり、また、ナイキスト周波数以下の周波

数成分を失わないようなフィルタを作るのも限界があります。

エイリアシングを識別する方法として本器には2っの方法があります。

1っはリアル・モードであり、もう1っはエンベロープ・モードです。

　入力信号の周波数成分がナイキスト周波数以下であっても、ナイキスト周波数に近づくにつ

れ表示される波形を見誤ることがあります。本来のエイリアシングとは異なりますが、これを

パーセプチャル・エイリアシング（perceptual　aliasing）といいます。

　これは波形データを点のみで表示（これをドット表示どいいます）したときに発生するもの

で、もっとも接近している点同士を結んで連続した波形と認識してしまうことから起きる現象

で、視覚的エイリアシングといえます。

　本器はベクター・ゼネレータ回路を搭載しており、常にデータ間を直線で結び波形を表示し

ていますので、パーセプチャル・エイリアシングを防止することができます。
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4．2．6　補間（インターポーレーション）・モード

補間モードは実サンプル・データ間に計算による予測データを加え波形を表示するモードです。

ポーズ状態における拡大表示時や、掃引レンジが20nslDW～2μs！DWの間でリピティティブ・

モードがOFFのとき自動的に機能します。

本器ではリニア補間とカーブ補間のいずれかを選択できます。

　出荷時にはリニア補間に設定されています。　　　　　　　　，

囲
本器は補間機能をOFFにすることはできません。

（1）リニア補間

　　　リニア補間は実サシプル・データ間が直線的に結ばれているとして予測データを発生さ

　　せます。おもに方形波等のパルス波形を観測するのに使います。

（…：i…ii）掃糊礎購婆9轟。課購譲蓄窒轟読

　　　　　しかし、実サンプル・データが10サンプル以下になったり、入力信

　　　　　号のピークがサンプルされないような場合には、リニア補間によっ

　　　　　て表示される波形は元の波形とは異なってしまいます。

　　　　　4．2．13“実効ストレージ周波数帯域幅”をご参照ください。

（2）カーブ補間

　カーブ補間は実サンプル・データ間内浦後のデータも含めて曲線で結ばれているとして

予測データを発生させます。

　おもに正弦波などを観測する場合に使います。

∈藝）粥蓼勢蘇麟甥甚毎謂黎箋餐盤轟就
　　　　　4．2．13“実効ストレージ周波数帯域幅”をご参照ください。

リニア補間 カーブ補間

図4－36　方形波を補間した場合
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解　説

　本器の最高サンプリング・レートは100MSIs（10ns）です。また、管面の波形は1DWあ

たり400ポイントのデータによって表示されています。

　したがって、本器の実時間サンプリングによってデジタイズできる（実サンプル・データの

みで表示できる）最高速掃引レンジは

10ns（最高サンプリング・レート）×400（1DWあたりのデータ数）＝4μslDW

と計算されます。しかし、4μslDWの掃引レンジは存在しないので5μs／Dwよりも速い掃

引レンジでは実時間サンプリングにより波形をデジタイズした場合、表4－4のように掃引レ

ンジが速くなるのにしたがって実サンプル・データの数が減少していきます。

　また、ポーズ時の拡大表示のとき拡大率が上昇するのにしたがって、管面に表示できる実際

にとらえたデータの数は減少していきます。

本器ではこのようなとき、実サンプル・データ間に計算による予測データを発生させ不足し

たデータを補い表示しています。これが補間機能です。

表4－4　掃引レンジと実サンプル・データの数

実時間サンプリング ポーズ・マグ

TIME／DIV データ数／DIV 拡大率 データ数／DIV

5μs 400 ×1 400
2一 200 x2 200

1 100 X4 100

0．5 50 X5 80

0．2 20 X10 40

0．1 10 X20 20

50ns 5 ×40 10

20 2 x50 8

X100 4

x200 2

X400 1

X500 0．8

×1000 0．4

一・O一　←　サンプリング・データ

←　補間データ

図4－37　補　間
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4．2．7　ビュー・タイム r

　ビュー・タイムは入力信号をデジタイズし管面に表示してから次のアクイジションを開始する

までの時間を設定します。本器では約1秒間のビュー・タイムを設定できます。

　これにより波形を間欠表示させることができます。

ノーマル・サンプリング・モードでは

▼

入力信号をデジタイズしそのデータを

Aクイジション・メモリに書き込むじ

▼

書き込みが終了したら結果をディスプレイ・

メモリに転送し管面に表示する。

▼

ビュー・タイムがOFFのとき

　このアクイジション動作を繰り返し管面の表示波形は更新されていきます。

表示波形の更新を停止し、波形を長時間観測する方法としてPAUSEスイッチによるアクイジ

ション動作の一次停止がありますが、ビュー・タイムではこの一次停止を約1秒間に固定しアク

イジション動作を間欠に行うことができます。

ビュー・タイム動作時、管面右上には∠が表示されます。

▼

入力信号をデジタイズしそのデータを

Aクイジション・メモリに書き込む。

▼

書き込みが終了したら結果をディスプレイ・

メモリに転送し管面に表示する。

▼

波形を1秒間表示した後、次のアクイジ

Vョン動作の開始を設定する。

▼

ビュー・タイムがONのとき
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ロール・モードにおけるビュー・タイム

　ロール動作においてトリガ・モードがNORMのときビュー・タイムが設定されていると、

TRIG’Dロール・モードとなります。

　TRIG’Dロール・モードは入力信号がトリガ条件を満たし、そのトリガ点がTRlG　PTスイッ

チで指定された管面の位置にくるまでロール動作を継続し、トリガ点が指定された位置にくると

ロール動作を停止します。約1秒間経過後再びロール動作を開始します。

●
‡
●

トリガ点

　…

←－ ←・

　　　　　①
波形は右から左へ流れていきます。

② 　　　　　③
トリガ点がTRIG　PTスイッチで設定

した位置にくるとロール動作を停止し

ます。約1秒間経過した後再びロール

動作を始めます。

図4－38　TRIG’Dロール

（ξi…ii）VIEWTは次のとき動作しません・

　　　　　・トリガ・モードがSINGLEのとき

・トリガ・モードがAUTOのとき

・リピティティブ・モードのとき

以上のモードが設定されているとき、ストレージ・メニュー上で

VIEW　TがONに設定されていても自動的にビュー・タイム動作は

OFFになります。

このとき管面上の∠は消えます。

上記のモードが解除されるとビュー・タイム動作はONになります。
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4．2．8　ブリトリガ

　トリガ点以前の現象を観測するときに使います。

　トリガ点の位置はTRlG　PTスイッチにより管面目盛りの0（ポストトリガ）、1DW、5DIV、

9DIVに設定することができます。

㊥）トリガ点の位置は輝線の書き出し点力§管面目盛りの左端にあると

　　　　　　きを基準にしています。

トリガ点

　O　DIV
ポストトリガ

トリガ点 トリガ点 トリズ点

1DIV 5DIV 9DIV

プリトリガ

図4－39　プリトリガ

解　説

通常のアナログ・オシロスコープ（蓄積管を使用したアナログ・ストレージ・オシロスコー

プ）や本器のリアル・モードではトリガ信号を待ち受け、トリガ信号によって掃引を開始する

ため、トリガ発生以前の現象を観測することは困難で、ディレイライン等を用いても数100ns

以前を観測するのが限度でした。

　本器のストレージ・モードでは常に入力信号をデジタイズし、トリガ信号によってデジタイ

ズの終了時点を決定しているため、トリガ以前の現象を観測することができます。

　この機能をプリトリガ・モードといいます。リアル・モード同様トリガ点以後の現象を観測

するモードをポストトリガ・モードといいます。
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4．2．9　ポーズ（アクイジション動作の一時停止）

　ポーズは入力信号をデジタイズし波形を管面に表示して、次のアクイジションを開始すること

を一時停止させるモードです。デジタイズした波形データを長時間観測したり、セーブ・メモリ

に記憶させるときなどに使用します。

　PAUSEスイッチを押すとアクイジション動作を停止し、管面に表示されている波形の更新を

停止するポーズ状態となります。

　このとき管面の左側中央には

PAUSE

の文字が表示されます。

再度PAUSEスイッチを押すとポーズ状態を解除します。

囲
以下の操作を行った場合ポーズ状態は解除されます。

・電源をOFFにし再度ONにしたとき

・STRG／REALスイッチにより動作をストレージ・モードからリ

アル・モードにし再びストレージ・モードにしたとき

ポーズ状態でも垂直ポジションによって垂直位置の調整ができます。

　ポーズ状態ではTIME／DIVのスイッチによりポーズ波形を水平方向に拡大表示することがで

きます。（4．2．10“波形の拡大表示／ウインドウ”をご参照ください）

㊧
ポーズ状態においては以下のスイッチのみ機能します。

CH1ポジション、CH2ポジション、TIME／DiV（COARSE、

FINE）、　MENU、STATUS（PLOTメニューのみステータスを

変更することができます）、MAG　PT、LOAD、SAVE／PLOT、

READ　OUTのCMNT／CUR、MODE、窟

ポーズ拡大で補間モードに入ったことを示しています。

ポーズ状態である

ことを示していま

す。

ウインドウ機能が

動作することを示

しています。

リニア補間

IPL P5 LIN

｝00・・

90

10
P0∬・甲

W ND ．W

1 ．1 c 0． 1V ‡0 1μ

ポーズ時の掃引レンジと異なることを示しています。

　　　　図4－34　ポーズ画面
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4．2．10　波形の拡大表示／ウインドウ

　ポーズ状態のとき、表示波形を水平方向に拡大できます。

　　（1）拡大表示

（ポーズ・マグ）

PAUSEスイッチを押す。

▼ アクイジション動作を停止し、表示波形の更新が停止

します。

MAG　PT（TRIG　PT）を押し、

マグ・ポイント（拡大点）を選択。

▼ マグ・ポイントを0，1，5，9DWより選択します。

ポーズ直後のマグ・ポイントはTRlG　PTの設定値と

なります。

TlME／DIVスイッチを右に回す。

ポーズ時の掃引レンジと設定した掃引レンジの比に

等しい拡大率によってマグ・ポイ．ントを中心に表示

波形が拡大されます。

最大9ステップ、1000倍まで拡大できます。

　　　　　　ポーズ時の掃引レンジ
拡大率二
　　　　　　　誰定掃引レンジ

ポーズ・マグ動作時、管面の掃引レンジの表示の中に

＊が表示されます。

拡大率を1にもどしたとき消えます。

㊧
セーブ波形を拡大することはできません。
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　（2）’ウインドウ

　　　　ポーズ・マグでは拡大率が×2以上であればウインドウ機能により表示部を左右に移

　　　動ずることができます。

READ　OUTのMODEスイッチを押し

WlNDOWを選択。

▼ 置つまみの機能表示がWINDOWになります。

置つまみを回す。

右に回すと波形は管面上を右に、左に回せば左に

移動します。
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4．2．11　セーブ・メモリ

　　セーブ・メモリはデジタイズした波形データを記憶し、必要なときにこれを呼び出し入力波形

　　と比較するときなどに使用します。

　　本器には4kw。rdの記憶容量を持つセーブ・メモリMEM1，MEM2の2つを備えています・

　　このメモリはバッテリによってバックアップしています。本体の電源スイッチをOFFにしても

　波形データは保存されています。

　　（1）波形データのセーブ

PAUSEスイッチを押す。

▼ ストレージ動作が停止します。

LOADスイッチを押しセーブ・メモリを選択。

▼ LOADスイッチを押すごとに

MEM1→MEM2→MEM12→OFFの順にセーブ・メモリが
選択され、すでに記憶されている波形データが表示されます。

MEM12はMEM1，MEM2の波形データを同時に表示します。

SAVEスイッチを押す。

　　　　新しい波形データが記憶されます。

　　　　この波形データにはセーブ直前の垂直位置のデータも含まれ

　　　　ます。

　　　　このとき古い波形デ「タは消去されます。

㊧
　　　　　　一度消去された波形データを復活することはできません。

波形データのセーブはVERT　MODEスイッチとセーブ・メモリのロード状態によって表4－5

のようになります。

表4－5　波形データのセーブ

MEM1 MEM2 MEM12

CH1 CH1波形をMEM1セーブ CH1波形をMEM2にセーブ CH1波形をMEM1およぴ
lEM2にセーブ

CH2 CH2波形をMEM1セーブ CH2波形をMEM2にセーブ CH2波形をMEM1および
lEM2にセーブ

ADD ADD波形をMEM1セーブ ADD波形をMEM2にセーブ ADD波形をMEM1および
lEM2にセーブ

DUAL CH1波形をMEM1セーブ CH2波形をMEM2にセーブ CH1波形をMEM1に
bH2波形をMEM2にセーブ
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（2）拡大波形のセーブ

管面上の波形がポーズ拡大によって拡大表示されているとき、セーブ動作を行うと拡大さ

れた波形データがセーブ・メモリに記憶されます。

　このとき、セーブ・メモリに記憶される時間軸のスケール・ファクタは拡大時のスケール・

ファクタが記憶されます。

　　　　　　画　　　　　　　　　　　　拡大率の記憶はされません。

（3）セーブ波形データのロード

LOADスイッチを押しセーブ・メモリを選択。

LOADスイッチを押すごとに

MEM1→MEM2→MEM12→0．FFの順にセーブ・
メモリが選択され記憶されている波形データが表示さ

れます。

　　　　　　囲　　　　　　　　　　　表示されたセーブ波形の垂直ポジションは移動できません。

本器は記憶された2っのセーブ波形とCH1、CH2の入力波形の4波形を同時に表示する

ことができます。また、ロール・モード動作時にもセーブ波形を表示することができます。

回
　　　　　　セーブ波形はロール動作しません。

IPL
dM 1　1
P5
高u 10 μS ME 2 1 0．

CUR
撃高

o・
P
00

∬。・

N W

刊

1 ．1 C 0． 1V ＊0 1μ
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M　E　M1

C　H2

M　EM2

図4－41　セーブ波形と入力波形の表示
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4．2．12　ストレージ・モードにおける単掃引

　ストレージ・モードにおけるトリガ・モードのSINGLE（単掃引動作）はストレージ・モード

の特長を生かした機能を備えています。機能をよくご理解の上ご活用ください。

（1）ノーマル・サンプリングにおける単掃引

　　　RESETスイッチが押されると同時にアクイジションを開始します。入力信号がトリガ

　　条件を満たしTRIG　PTスイッチにより定められたトリガ点以後の波形をデジタイズした

　　後、管面の波形を更新します。

（2）ロール・モードにおける単掃引

　　　ローール・モードにおける単掃引ではRESETスイッチが押されると同時にロール動作を開

　　始します。そして入力信号がトリガ条件を満たし、そのトリガ点がTRIG　PTスイッチで指定

　　した管面の位置にくるまでロール動作を継続し、トリガ点が指定された位置にくるとロール動

　　作を停止します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリガ点

　　　　　①

RESETスイッチが押されると同時に

ロール動作を開始し、波形は管面を右

から左へ流れていきます。

・
↑
・

② 　　　　　③

トリガ点がTRIG　PTスイッチで設定

した位置にくるとロール動作を停止し

ます。RESETスイッチが押されるま

でその状態を維持します。

図4－42　ロール・モードにおける単掃引

（3）リピティティブ・モード動作領域における単掃引

　リピティティブ・モードが動作する20ns／DIV～2μs1DWの掃引レンジ内における単

掃引動作では、サンプリング・レートは100MSIsに固定され、このレートでデジタイズ

したデータを補間し拡大表示しています。

　例えば1μs〆DWの掃引レンジで単掃引動作をさせた場合、管面に表示される波形はす

でに4倍に補間（ストレージ・メニューによって指定した補間モードによる）拡大されて

います。　　　　　　　※

　　　　　　　　　　　4μs／Dw
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　4倍
　　　　　　　　　　　1μs1Dw　　　　4μS1Dw－10nsx400P。int

　　　　（ξ……i…）単掃引モードでデジタイズした波形データは・そのままでは表示

　　　　　　　　　　拡大やセーブ・メモリヘの転送はできません。

　　　　　　　　　　これらの処理をするためには必ずPAUSEスイッチを押しポーズ状

　　　　　　　　　　態にしなければなりません。

　　　　　　　　　　単掃引モードでデジタイズした後、PAUSEスイッチを押す前に

　　　　　　　　　　TIME／DIVスイッチ、VOLTS／DIVスイッチ、MENU、STATUS、

　　　　　　　　　　TRlG　PTおよびSTRG／REALの各スイッチを操作すると、管面
　　　　　　　　　　の波形はクリアーされ管面中央に輝線のみ表示されます。
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4．2．13　実効ストレージ周波数帯域幅

　アナログ・オシロスコープの周波数帯域幅は入力する正弦波の振幅と周波数をどのくらい忠実

に表示できるか、その能力によって表されます。

　デジタル・オシロスコープではこれを実質的にデジタイズできる正弦波の最高周波数によって

表す実効ストレージ周波数帯域幅によって規定します。

　通常、ドット表示でデジタイズした正弦波を再現するためには、1周期あたり約25ポイント

のサンプリング・データが必要とされています。本器ではサンプリング・データ間を常時ベクター

によって結び表示しているため、1周期あたり10ポイントのサンプリング・データがあればほ

ぼ正弦波と認識することができます。

　本器の実時間サンプリング（実サンプル・データのみで表示できる掃引レンジ）での最高実効

ストレージ周波数は

　　　　　　　　　　　　　　最高実時間サンプリング・レート　　　80MSIs
　実効ストレージ周波数　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一．　　　　　ニ8MHz
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　10

となります。

また、等価時間サンプリングにおいては

実効ストレージ周波数
最高等価時間サンプリング・レート

10

20GS／s

　　　　＝2G
　10

と計算上はなりますが、垂直増幅器の周波数帯域幅の制限を受け100MHz－3dBとなります。

　補間（インターポーレーション）・モードを用いて波形を表示した場合にも上記と同様な計算

式が成り立ちます。

　カーブ補間を用いてデジタイズした正弦波を表示した場合、1周期に少なくとも3．5ポイン

トのサンプリング・データがあれば元の波形をほぼ再現することができます。

　したがって、カーブ補間を用いた場合の最高実効ストレージ周波数帯域幅は

実効ストレージ周波数
最高実時間サンプリング・レート

3．5

100MS／s
　　　　　ニ　28．5MHz
　3．5

となります。

　本器の実効ストレージ周波数はこのカーブ補間を用いて表示できる正弦波の最高周波数によっ

て規定しています。

　また、リニア補間を用いてデジタイズした正弦波を表示した場合、1周期に少なくとも10ポ

イントのサンプリング・データがあれば元の波形をほぼ再現することができます。

　したがって、リニア補間を用いた場合の最高実効ストレージ周波数帯域幅は

実効ストレージ周波数一最高実時間サンプリング●レート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

100MSls
　　　　＝10MHz
　10

となります。
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第5章　各部の名称と操作

　この項ではCOR5500シリーズの各部の名称や操作方法、管面リードアウト等の基本的な機能に

ついて解説します。

■5．1　電源とC　RTコントロール

INTEN

R　INTEN

FOCUS

2
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
1

6

ILLU■

◎
」
』
　
　
　
』
0
軸
　
　
O
F
F
P
O
W
E
R 團唖
図5－1　電源とCRTコントロール

①POWER

②INTEN

③R　INTEN

④FOCUS

⑤ILLUM

⑥CRT

　本器の電源スイッチです。

　電源のON／OFFを行います。押すとONに、もう一度押すとOFFになり

ます。新たに電源を投入した場合には、最後に電源をOFFにしたときの垂

直レンジ、掃引レンジ、コメント、カーソル、ストレージ・メニューの設定

状態を記憶しており、その通りの設定状態となります。

輝線または輝点の明るさを調整します。

つまみを上方に回すと明るくなります。

管面リードアウトの文字やカーソルの明るさを調整します。

つまみを上方に回すと明るくなります。

管面の輝線や文字、カーソルが鮮明に表示されるように調整します。

ブラウン管の内面目盛りの照明の明るさを調整します。

つまみを上方に回すと照明が明るくなります。

　垂直軸8DW（10mm！DW）、水平軸10DW（10mm！DW）の有効管面を

持つ内面目盛り付き高輝度ブラウン管を採用しています。
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■5．2　垂直軸
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図5－2　垂直軸

⑦CHI　or　X チャンネル1の垂直軸入力端子です。

X－Y動作時にはX軸（水平方向）の入力端子となります。

⑧CH20r　Y チャンネル2の垂直軸入力端子です。

X－Y動作時にはY軸（垂直方向）の入力端子となります。

⑨入力結合 CH1とCH2の入力信号と垂直増幅器の結合方法を選択するスイッチです。

AC 　入力信号はコンデンサを通して垂直増幅器に接続される交流結合となりま

す。入力信号の直流成分は除去されます。このときの交流結合下限周波数

（一3dB減衰点）は10Hzとなります。

⊥（GND）　　垂直増幅器の入力は接地され、入力端子は開放になります。

DC 　入力信号は垂直増幅器に直流結合となり、入力信号の全周波数成分が垂直

増幅器に結合されます。

⑩VOLTS／DIV
　　（外軸つまみ）

CH1とCH2の垂直軸感度を1mVIDWから5V1DWまで1－2－5
ステップで、12レンジに切り換えるスイッチです。

時計方向に回すと感度が上がります。

時計、反時計両方向にいつまでも回すことができますが、1mVlDWまた

は5vlDwに設定以降はこの設定を維持します。

　このとき管面には

LIMIT
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第5章　各部の名称と操作

の文字を約2秒間表示し、現在設定されている感度が設定の限界であること

を知らせます。・

⑪バリアブル

　（内軸つまみ）

　垂直感度を連続的に可変します。

　時計方向に回しきり（校正位置、CALD）でVOLTS／DlVで設定された

感度が校正されます。

　このつまみを校正位置から反時計方向に回すとVOLTS／DlVによる設定

感度を1！2．5以下の値に設定することができます。これにより、VOLTS／

団Vによる設定感度間を連続的に可変することができます。

　このつまみが校正位置から外れている場合、管面上のリードアウトのスケー

ル・ファクタには＞符号が付加されます。

　　　　C1＞0．1V　C2　0．1V　A　 O．1ms

ンヨシジ
▲
▼

ポ⑫ 　CH1及び、CH2の輝線または輝点の垂直位置を設定します。

　時計方向に回すと輝線は管面上方に移動します。

　CH21NVでは逆動作となります。
　X－Y動作が選択されている場合にはCH1のポジションつまみで水平位

置の設定を行います。

　時計方向に回すと輝線は管面を右に移動します。

⑬TRACESEP 主掃引とマグ掃引を交互に繰り返すオルタネート・マグ掃引のときマグ掃
引の垂直位置を設定します。

主掃引に対してマグ掃引を約±4DW分離できます。

　このつまみはリアル・モードのみ有効です。

⑭VERTMODE 垂直軸の動作モードを選択するスイッチです。。
CH1、CH2、およびDUALのスイッチは連動になっており、CH1はチャ

ンネル1の信号を単独に、CH2はチャンネル2の信号を単独に、そして

DUALは2っのチャンネルの信号を同時に表示させます。いずれのスイッ

チも押されていない状態では自動的にCH1が選択されます。

　CH1、CH2のスイッチを同時に押すとADDモードとなります。

　チャンネル1とチャンネル2の信号の和が表示されます。

　また、INVスイッチが同時に押された場合にはチャンネル1とチャンネル

2の信号の差を表示します。

　INVスイッチはチャンネル2の極性を切り換えます。

CH1±CH2
　DUALが押され2現象表示が選択された場合、CHOP／ALTのスイッチ

が有効になります。

ALTでは、1回の掃引が終了するごとに表示チャンネルを切り換えるオ

ルタネート・モードとなります。比較的速い掃引時間のところでの観測に適

しています。

　CHOPでは、2っのチャンネルを約500kHzのスイッチング・レートで交

互に切り換えて表示するチョップ・モードとなります。比較的遅い掃引時間

のところでの観測に適しています。
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⑮SOURCE

VERT

CH　l

CH2

EXT

　トリガ回路に接続するトリガ信号源を選択するスイッチです。

VERT、CH1、CH2、およびEXTを選択することができます。

VERTはVERT　MODE　TRlGを意味し、VERT　MODEで選択されたチャ

ンネルの入力信号がドリが信号源となります。

DUAL－ALT動作の場合オルタネート・トリガ動作となり1回の掃引ご

とにCH1とCH2の入力信号が交互にトリガ信号源となります。

但し、下記のような場合にはCH1の入力信号がトリガ信号源となります。

・DUAL－CHOP動作が選択されている場合。

・ADD動作が選択されている場合。

CH1ではチャンネル1の入力信号がトリガ信号源となります。

CH2ではチャンネル2の入力信号がトリガ信号源となります。

　EXTではEXT入力端子に接続された信号がトリガ信号源となります。

5－4 COR5502



第5章　各部の名称と操作

⑯CPLG
トリガ信号源とトリガ回路の結合方式を選択するスイッチです。

AC 　トリガ信号がコンデンサを通してトリガ回路に結合される交流結合となり

ます。トリガ信号の直流分は除去されます。

　また、50Hz以下の低周波成分も減衰します。

HF 　直流結合となり、更に50kHz以上の高周波成分を減衰します。この結合

方式ではトリガ信号に含まれる高周波成分を軽減できるため、高周波ノイズ

を含んだ低周波信号の観測などに適しています。

DC 直流結合となり、トリガ信号の全周波数成分がトリガ回路に結合されます。

TV 　トリガ回路にテレビの映像信号から同期信号を分離する同期分離回路を接

続し、同期信号をトリガ信号源とします。水平同期信号に同期をかける

TV．Hと垂直同期信号に同期をかけるTV．Vの切り換えはTIME／DlVの掃引

レンジに連動しています。

TV．V　．0．1ms1DIV～0．5s1DW（5s1DIV）

　　　　　カッコ内はストレージ・モードの場合

TV．H　　　20ns／DW～50μs1DW

⑰SLOPE 　トリガ点の同期極性（スロープ）を選択するスイッチです。

　このスイッチはトリガ信号源に電源（UNE）信号を選択する機能も備え

ています。LINE信号が選択された場合にはSOURCEスイッチにより選択さ

れた信号より優先してトリガ信号源にLINE信号が選択されます。

　LlNEは電源周波数に同期した信号などを観測するのに適しています。

十 　トリガ信号がトリガ・レベルを負から正に横切るとき（信号の立ち上がり）

に同期がかかります。

　トリガ信号がトリガ・レベルを正から負に横切るとき（信号の立ち下がり）

に同期がかかります。

十LlNE トリガ信号源にLlNE信号を選択し、＋スロープで同期をかけます。

一LlNE トリガ信号源にLlNE信号を選択し、一スロープで同期をかけます。

⑱LEVEL 　トリガ・レベルを設定し、観測波形の書き出し点を調整します。

反時計方向に回しきる（クリック位置）とLEVEL　AUTOとなり、トリガ・

レベルを自動的に最適な値に設定します。

⑲TRIG’D 同期がかかって掃引している間点灯するLEDです。
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⑳トリガ・モード 　掃引のトリガ・モードを選択するスイッチです。

　3っのスイッチはそれぞれ連動しています。SlNGLEスイッチは単掃引動

作におけるリセットの機能を兼ねています。

AUTO 　トリガ信号のない状態、またはトリガ信号の周波数が50Hz以下の場合、

掃引は自励掃引（フリーラン）します。

NORM 　トリガ信号がある場合のみ掃引を行います。トリガ信号のない状態では掃

引は待機状態となり管面上の輝線は消去されます。主に50Hz以下の繰り返

し信号の観測に使用します。

SINGLE 　単掃引モードを選択するスイッチでリセット・スイッチを兼ねています。
押された直後は掃引待機状態となり、トリガ信号があると1度だけ掃引しま

す。VERT　MODEでDUAL－ALTが設定されている場合は掃引ごとに
CH1とCH2の波形を交互に表示します。

　掃引終了後リセット・スイッチを押すとREADY　LEDが点灯し再び待機

状態となります。

　READY　LEDは掃引開始と同時に消えます。

⑳READY 　トリガ・モードがSINGLEに設定されている状態で、・掃引待機状態のとき

点灯します。単掃引が開始されると同時に消えます。

⑳HOLDOFF 　掃引が一度終了してから次の掃引が開始されるまでの掃引休止時間　（ホー
ルドオフ時間）を調整します。反時計方向に回し切る（クリック位置ンとホー

ルドオフ時間は最小となります。

複雑な信号を観測するとき、トリガLEVELの調整だけでは同期がかから

ない状態のとき使用します。

⑳EXT 　外部トリガ入力端子です。外部輝度変調用信号の入力端子を兼ねています。

トリガSOURCEスイッチがVERT、CH1、CH2のいずれかに設定されて
いる場合、外部輝度変調用の入力端子として機能します。
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■5．4　水平軸
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図5－4　水　平軸

⑳TIME／DIV 掃引時間を設定するスイッチです。

1－2－5ステップで下記のように設定することができます。

ストレージ・モード：20ns／DW～5s／DW　　26レンジ

　　リアル・モード：20ns1DW～0．5s1DW　23レンジ

　時計方向に回すと掃引時間が早くなります。

時計、反時計両方向にいつまでも回すことができますが、20ns／DWまたは

0．5s／Dlv（ストレージ・モード：5slDw）に設定以降はこの設定を維持しま

す。

このとき管面には

LlMlT

の文字を約2秒間表示し、現在設定されている掃引時間が設定の限界である

ことを知らせます。

⑳バリアブル
　（内軸つまみ）

　掃引時間を連続的に可変します。

　時計方向に回しきった状態で（校正位置、CALD）校正された掃引時間

が得られます。

　このつまみを校正位置から反時計方向に回すとTlME／DlVによる設定時

の2．5倍以上の遅い掃引時間に設定することができます。

これによりTlME／DIVによる設定時間の間を連続的に可変することができ

ます。

　このつまみが校正位置から外れている場合、管面上のリードアウトのスケー

ル・ファクタには＞符号が付加されます。

CO．1V　C20．1V　A＞0．1ms

このつまみはリアル・モードのみ有効です。
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第5章　各部の名称と操作

⑳COARSE
　　〈》

⑳FlNE
　　〈》

⑳HORIZ　MODE

X－Y

ALT

⑳マグ・スイッチ

　FlNEとともに輝線の水平位置を調整します。

このつまみによって輝線のスタート点を管面目盛りの左端に合わせたときを

基準に輝線の水平位置を±6DW以上移動することができます。

　COARSEとともに輝線の水平位置を調整します。

このつまみによって水平拡大がx10のとき輝線の水平位置を±6DW以上

移動するヒとができます。水平方向の拡大が行われているとき輝線の水平位

置の微調整に使用します。

X－Y動作とオルタネート・マグ掃引を選択するスイッチです。

CH1をX軸、CH2をY軸とするX－Y動作です。
このスイッチはリアル・モードのみに有効です。

　マグ・スイッチが×5以上に設定されているときに、このスイッチを0．FF

にすると主掃引とマグ掃引を掃引ごとに交互に繰り返すオルタネート・マグ

掃引を行います。

　このスイッチはリアル・モードのみに有効です。

　管面表示を水平方向に拡大するときの拡大率を設定するスイッチです。

　×1、×5、×10、×50の4っの拡大率を選択することができます。

　拡大は常に管面中央を基準に行います。

　x5以上に設定されると管面には以下のように元の掃引時間の他にその右

側に拡大率とマグ掃引時間を表示します。

O
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O
∬
一

1 ．1 C 0． 1V 0 1m
AG
@　1

X10
Oμs

　　　　　　　　　　　　図5－5

　拡大率×50はリアル・モードで且つ0．5μs／Dw～0．5s〆Dwの区間のみ

有効です。

　ストレージ・モードまたは0．5μs／DIV～0．5s／DIVの区間以外でこのス

イッチを×50に設定した場合管面には

lNVALlD

の文字を約2秒間表示し、更に管面のマグ掃引のスケール・ファクタを表示

する位置には管面が非校正であることを示す

UNCAL

を表示します。
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図5－6
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第5章　各部の名称と操作

■5．5 リードアウト
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図5－7　リードアウト

⑳CMNT／CUR コメント・モードとカーソル・モードを切り換えるスイッチです。
スイッチを押すごとにCMNT1→CMNT2→OFFを繰り返します。

0．FFは表示されません。

CMNT1，CMNT2は表示するコメントの選択を、0．FFはカーソル・モー

ドであることを意味します。

⑳MODE 　コメント・モードでは、コメント入力時における、竃つまみの機能を選択

するスイッチとなります。

　スイッチを押すごとに＜＞→SEL→SPC→ERS→OFFを繰り返します。

　0．FFは表示されません。

　カーソル・モードではカーソルによる測定モードを選択するスイッチとな

ります。

　スイッチを押すごとにリアル・モードでは

　　∠V→∠V（DIV）→∠T→」T（DIV）→1／∠T→OFFを

　ストレージ・モードでは

　　」V→∠V（DIV）→∠T→∠T（DIV）→1／∠T→WINDOW（ポーズ時）

→OFFを繰り返します。

　OFFは表示されません。

⑫　竃
　（カーソルつまみ）

　コメント・モードではコメント入力モードにおける文字選択や入力位置を

設定する機能となります。

　カーソル・モードではCURSOR1，CURSOR2，TRACKlNGの選択お
よびカーソル移動用として機能します。
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第5章　各部の名称と操作

5．5．1　コメント

⑳CMNT／CUR 表示するコメント・メモリを選択するスイッチです。　■
　スイッチを押すごとにCMNT1→CMNT2→コメント・オフを繰り返し
ます。

⑳MODE 　CMNT／CURスイッチにより管面にコメント・メモリの内容が表示され

ているとき、このスイッチはコメント・モードを選択するスイッチとして機

能します。スイッチを押すごとに＜＞→SEL→SPC→ERS→0．FFを繰り

返します。このとき管面のCMNT1またはCMNT2の右側にはこれらの文

字または記号を表示し選ばれたモードを表します。

　但し、OFFは表示されません。0．FFはコメント表示モードを意味します。

　このスイッチはカーソル・モード選択用と兼用です。

＜＞ 　マーカー移動モードです。コメント入力のとき文字を書き込む初めの位置

を選択したり、入力済みのコメントを修正するとき修正位置の設定などに使

用します。このモードを選択すると管面にコメント1文字分の幅を持ったマー

カーが点滅して現れます。このマーカーは篁つまみを回すことによりコメン

ト表示エリア内を任意に移動することができます。

SEL 　入力する文字を選択するモードです。このモードを選択すると管面にコメ

ント1文字分の幅を持ったマーカーが現れます。

竃つまみを回します。このときマーカーの位置に文字とマーカーが交互に

表示されます。更に篁つまみを回し続けると次々に別の文字が表示されます。

　必要な文字が選択できたら嵐つまみを押します。

　このとき選択した文字はマーカーの位置に表示されマーカーは1文字分右

に移動し、マーカーのみの点滅を繰り返します。

　同じ動作を繰り返せば連続して文字を書き込むことができます。＝つまみ

を回さずに繰り返し押すとスペースを書き込むことができます。

SPC 　スペース書き込み専用のモードです。コメントの一部を消去するような場

合に使用します。

　このモードを選択すると管面にコメント1文字分の幅を持ったマーカーが

点滅しながら現れます。

　置つまみを回すとマーカーはコメント表示エリア内を任意に移動すること

ができます。

　童つまみを押すとマーカーが点滅している位置にスペースが入力され、そ

のときマーカーは1文字分右に移動します。竃つまみを繰り返し押すとスペー

スを連続して書き込むことができます。

ERS 　コメント1画面分を一括して消去するモードです。

　CMNT／CURスイッチを押して消去するコメントを管面に表示します。

MODEスイッチを押して削去モードを選択します。

次に竃つまみを押します。このとき管面に表示されているコメントは消去さ

れ、同時にコメント・メモリの内容も消去されます。
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第5章　各部の名称と操作

5．5．2カーソル

⑳MODE 　コメント・オフまたはコメント表示モードのときカーソルによる測定モード

を選択するスイッチとなります。スイッチを押すごとにリアル・モードでは

　　」V→∠V（DIV）→∠T→」T（DIV）→1／∠T→0．FFを

　ストレージ・モードでは

　　∠V・→∠V（DIV）→∠T→∠T（DIV）→1／∠T→WINDOW（ポーズ時〉→

0．FFを繰り返します。

（WINDOWについては4．2．10“波形の拡大表示・ウインドウ”の項をご参

照ください。　4－47頁参照）

　このスイッチはコメント入力時のコメント入カモード選択機能を兼ねてい

ます。コメント表示状態でこのスイッチをカーソル・モード選択用にするに

は置つまみを一度押します。

　また、コメント入カモード等になっている場合にはMODEスイッチによ

りコメント表示モードにし糞つまみを押します。

∠V 電圧を測定するモードです。このモードを選択すると水平方向に破線

（CURSOR1）と点線（CURSOR2）の2本のカーソルが現れます。

同時に2本のカーソル間の電圧が管面にデジタル表示されます。

　2現象動作時には両チャンネルの測定データが同時に表示されます。
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図5－8

　垂直感度のバリアブルつまみが時計方向回しきり（校正位置、CALワD）“

の状態から外れている場合、測定データの表示位置には”？”と表示されま

す。
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図5－9

　VERT　MODEでADD表示が選択されている場合、測定データはCH1の
表示位置にDIV単位で表示されます。
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第5章　各部の名称と操作

∠V（DlV） 　垂直軸方向の測定値をDIV単位にて表示するモードです。’

　このモードを選択すると電圧測定モードと同様、水平方向に破線と点線の

2本のカーソルが現れます。同時に2本のカーソル間の測定値をDIV単位で

表示します。

　2現象動作時には測定データはCH1の表示位置のみに表示されます。

■
1
0
1
0
∬
・
・
曝
　
V

6■■　●■■■

@C
一■■■匹

qS
一R　1 一　■■■■ ■■■o■■■● － ｛■■　一 ■■9●■■駈

5．0
P

DI
D1 C 0． 1V 0 1m

図5－11

垂直感度のバリアブルつまみが時計方向回しきり（校正位置、CALつ）

の状態から外れている場合にも、上記と同様に測定データはDIV単位によっ

て表示されます。
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　VERT　MODEでADD表示が選択されている場合、測定データはCH1の

表示位置にDIV単位で表示されます。
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第5章　各部の名称と操作

∠T 　時間を測定するモードです。このモードを選択すると垂直方向に破線と点

線の2本のカーソルが現れます。同時に2本のカーソル間の時間が管面にデ

ジタル表示されます。
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図5－14

掃引時間のバリアブルつまみが時計方向回しきり（校正位置、CAL’D）

の状態から外れている場合、測定データの表示位置には　”？”と表示され

ます。
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　水平拡大がX5以上に設定されている場合、．拡大率に応じた時間表示を

行います。オルタネート・マグ掃引が動作している場合にも同様の表示を行

います。
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ストレージ・モードまたは0．5μs1Dlv～0．5s1Dwの区間以外で拡大率

×50を設定した場合、測定データの表示位置には”？”と表示されます。
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第5章各部の名称と操作

」T（DlV） 水平軸方向の測定値をDIV単位で表示するモードです。

　このモードを選択すると時間測定モードと同様、垂直方向に破線と点線の

2本のカーソルが現れます。同時に2本のカーソル間の時間が管面にデジタ

ル表示されます。
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図5－18

　掃引時間のバリアブルつまみが時計方向回しきり（校正位置、CAL‘D）の

状態から外れている場合、0．5μs！Dw～0．5slDlvの区間以外で拡大率×50

を設定した場合、またはストレージ・モードの場合にも上記同様」測定デー

タはDIV単位によって表示されます。
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1／∠T 　周波数を測定するモードです。このモードでは時間測定で得られたデータ

の逆数を計算により求め周波数として管面に表示します。

　このモードを選択すると時間測定モードと同様、垂直方向に破線と点線の

2本のカーソルが現れます。同時に2本のカーソル間の時間測定値の逆数を

周波数として管面にデジタル表示します。
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　掃引時間のバリアブルつまみが時計方向回しきり（校正位置、CALつ）

の状態から外れている場合、測定データの表示位置には”？”と表示されま

す。
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　水平拡大が×5以上に設定されている場合、拡大率に応じた周波数表示

を行います。オルタネート・マグ掃引が動作している場合にも同様の表示を

行います。
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ストレージ・モードまたは0．5μs1Dw～0．5slDWの区間以外で拡大率

×50を設定した場合、測定データの表示位置には”？”と表示されます。
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⑫　窟
　（カーソルつまみ）

　カーソル測定モードではカーソルの位置を設定するつまみとなります。

　MODEスイッチによりいずれかの測定モードが選択さ・れると管面には破

線と点線の2本のカーソルが現れます。このとき管面の左下には測定モード

と共に童つまみのコントロール機能が表示されます。
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図5－24

竃つまみのコントロール機能は置つまみを押すごとに

　　CURSOR1→CURSOR2→TRACKING
を繰り返します。

CURSOR1

CURSOR2

TRACKING

破線カーソルの位置を設定します。

点線カーソルの位置を設定します。

竃つまみを回す直前の破線カーソルと点線カーソルの間・

隔を保ちながら両カーソルを同時に移動させ位置を設定

します。

　このつまみは時計、反時計両方向にいつまでも回すことができますが、カー

ソルが管面目盛りの上下左右いずれかの端に達した場合、つまみを回しても

カーソルはその端で停止します。

　また、TRACKlNGモードではどちらか一方のカーソルが管面目盛りの上

下左右いずれかの端に達した場合、移動時の間隔を保ったまま停止します。

どちらの場合も、このとき管面には

LlMlT

の文字を約2秒間表示します。
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第5章各部の名称と操作

■5．6　プローブ表示

　CM白丁／CURスイッチとMODEスイッチを同時に押すと入力端子に10：1のプローブを接続した

場合に適した垂直軸のスケール・ファクタに切り換えることができます。

■ヰ・0
0
∬
・
・

Px
P

10

@1 C
x10
1V 0 1m

図5－25

㊧
カーソルによる電圧等の測定時には、P×10は表示されません。

■5．7　その他
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図5－26　キャリブレータ

⑳⊥（GND） 測定用接地端子です。

バナナ・ジャック式となっています。被測定回路または、被測定装置のグ

ランド端子と接続します。

⑭CAL 　校正電圧0．5Vp－p、周波数1kHzの正極性方形波出力端子です。

　プローブの位相補正を行うときに使用します。

　垂直軸や時間軸の基本的な動作の確認には使用できますが、それぞれの校

正に使用することはできません。
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第5章　各部の名称と操作

！

■5．8　背面パネル
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図5－27　背面パネル

⑳TRACE　ROTATE
　　　　　　　　　　管面目盛りと水平輝線を並行に合わせるボリュームです。前面パネルより

　　　　　　　　　見て時計方向に回したとき輝線の右側が下がります。

⑳CHI　SIGNAL　OUT
　　　　　　　　　　CH1の入力信号の出力端子です。周波数カウンタなどの入力信号源とし

　　　　　　　　　て使用します。

　　　　　　　　　　出力振幅は約50mV！DWで、50Ω負荷を接続した場合約25mV！DWとなり

　　　　　　　　　ます。

⑳AC　LINE AC電源供給用の電源コード接続コネクタです。ヒューズホルダーを兼ね

ています。

⑳コネクター

⑳ネジ穴

⑳通風孔

　オプションのGPBインターフェイス（IFO1－COR）またはRS－232Cイ

ンターフェイス（IFO2－COR）を挿入するコネクターです。

インターフェイスを取り付けることにより、HP－GLコマンドによるプロッ

タに波形データやリードアウト等の管面情報を出力することができます。

インターフェイスを取り付けるためのネジ穴です。

　オプションのGPIBインターフェイス（IFO1－COR）またはRS－232Cイ

ンターフェイス（IFO2－COR）の取り扱いについては、個別取扱説明書を

ご参照ください。

本体内部の温度上昇を防ぐため、本器の背面後方には十分空間を設け、さ

らに通風孔はふさ“だりしないように注意して設置してください。

⑳コード巻 収納時、電源コードを巻いておくコード巻きです。
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第5章各部の名称と操作

■5．9　ストレージ

　この項ではストレージ・モードに関わる各部の名称や操作方法、管面リード・アウト等の基本的な機

能について解説します。
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図5－28　ストレージ・コントロール

⑫STRG／REAL リアル動作とストレージ動作を切り換えるスイッチです。
スイッチが押し込まれた状態でストレージ動作となります。

⑬MENU 　ストレージ動作のモードを選択するスイッチです。

　このスイッチを押すと管面にストレージ・モードに関するメニューが表示

されます。メニューにはストレージ・モードとそのON／OFF状態などを表

すステータスが、また、ステータスの右にはステータス設定時に必要なマー

カー〈が表示されます。
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図5－29　ストレージ・〆ニュー
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第5章　各部の名称と操作

ROLL・
取り込まれた最新のデータを管面の右端に表示し、新しいデータが取り込

まれるごとに古いデータを左に流して行くロール・モードです。

　ゆっくりと変化する現象や、繰り返し率の低い信号を連続的に観測できる

モードです。

RPT 　実時間サンプリングによる最高実効ストレージ周波数よりも高い周波数の

繰り返し信号を取り込むことができるリピティティブ・モード（等価時間サ

ンプリング・モード）です。

ENV 　通常のストレージ・モードでは捕らえることのできないサンプリング間に

発生する幅の狭いパルス（グリッチ等）の捕捉やエイリアシング現象を識別

することができるエンベロープ・モードです。

lNTRPL 　PAUSEによって信号の取り込みを停止した状態では、管面上に表示して

いる波形を時間軸方向に拡大することができます。

　このとき表示される波形の真のデータは拡大率を上げるのに従って減少し

て行きます。この現象を自動的に補うことができる補間機能インターポレー

ション・モードです。

　本器ではリニア補間またはカーブ補間のいずれかを選択することができます。

VlEW　T 信号取り込みを自動的に一時停止させるビュー・タイム・モードです。

本器では約1秒間のビュー・タイムを設定することができます。

PLOT 本器では取り込んだデータと共に管面情報をHP－GLコマンド対応のプロッ

タに出力することができます。その出力に際し出力サイズ、出力位置を設定

するメニューです。

　管面情報をプ回ッタに出力するにはオプションのGPIBインターフェイス

（1FO1－COR）またはRS－232Cインターフェイス（lFO2－COR）が必要です。

　MENUスイッチを押すごとにマーカーは各メニューの右を下に移動します。

マーカーがPLOTの位置にあるとき更にMENUスイッチを押すとメニュー

は管面から消えます。

　もう1度押すと再びメニューが表示されます。

⑭STATUS 　ストレージ・メニューのステータスを選択するスイッチです。

　押すごとに’ROLL，RPT，ENV，VIEW　TはON／OFFを、INTRPLは
LIN／CRVをPLOTはN→S1→S2→S3→S4→CTR→Q．FFを繰り返します。

　各モードのステータスを設定するにはMENUスイッチを押しメニューを

管面に呼び出します。ステータスを設定するメニューの位置にマーカーを移

動します。次にSTATUSスイッチを押しステータスを設定します。

　ロール、リピティティブ、エンベロープの各モードには時間軸レンジによっ

て動作範囲が設定されています。

ROLL　：0．2s！Dw　　～　5s1DW

RPT　　　20ns1D］V　　～　2μs！DW

ENV　　：20μs／DIV　～　5s／DW
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第5章各部の名称と操作

前記動作範囲外に時間軸レンジを設定した場合、各モードともONに設定

されていても自動的にOFFになります。時間軸レンジを上記動作範囲以内

に戻せば再びON状態となり各モードは動作可能となります。

各モードの動作状態によって管面のストレージ・モード状態表示は以下の

ようになります。

表5－1　管面のストレージ・モード状態表示

ON OFF

ROLL ROLL NORM
ロール、またはリピティティブ・モード
ﾌ動作領域以外の時間軸レンジでは常一にNORMを表示します。

RPT RPT NORM
ENV ENV 表示無し

⑮TRIG　PT

　MAG　PT

　トリガ以前の現象を観測するプリトリガ機能においては、トリガ・ポイン

トの位置を、PAUSE後の波形拡大においては、拡大する点（マグ・ポイン

ント）の位置を選択するスイッチです。

　スイッチを押すごとにTPO（MPO）→TP1（MP1）→TP5（MP5）→TP9

（MP9）を繰り返します。

⑯LOAD 　セーブ・メモリを選択表示するスイッチです。

　本器は、2っのセーブ・メモリを持ち、スイッチを押すごとに

MEM1→MEM2→MEM12→OFFを繰り返します。
　MEM1はセーブ・メモリ1を、MEM2ではセーブ・メモリ2を各々単
独に、MEM12では2っのセーブ・メモリを同時に選択表示することができ
ます。

⑰SAVE
　　PLOT

　PAUSEスイッチによってポーズ状態にあるとき、ポーズ波形をセーブ・

メモリに書き込むときの実行スイッチです。

　また、PLOTメニューにおいては管面情報のプロッタ出力を行うときの実

行スイッチとなります。

⑱PAUSE 　入力信号のアクイジション動作を一時停止状態（ポーズ状態）にさせる実

行スイッチです。

　このスイッチが押された時点から波形取り込みを停止し、その表示状態を

維持します。このとき管面の左中央には

PAUSE

の文字が表示されます。

　再度押すとポーズ状態は解除します。

　ポーズ状態ではポーズ波形データのセーブ・メモリヘの書き込みやポーズ

波形の水平方向への拡大が可能となります。また、このポーズ状態では操作

できるスイッチは限定されたものとなります。
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第6章　保　守

第6章　保 守

■6．1　バッテリ・バックアップ

本器は電源をOFFしてもパネル・セットアップの一部と、ストレージ・モードにおけるセーブ・メ

モリの内容をバッテリによりバックアップしています。

バックアップ内容

垂直軸感度

時間軸掃引速度

カーソル位置およびカーソル測定データ

コメント

ストレージ・メニュー

ストレージ・モード

セーブ波形

バックアップ期間

工場出荷時より3年

バッテリ交換

　バックアップ内容が電源をOFFしたときと再びONしたときで異なる場合、

また、電源投入時に管面に以下の文字が表示された場合にはバッテリの寿命

でその交換が必要です。

　このような場合にはお買い求め先、または当社営業所サービス課までご連

絡ください。

BACK　UP　BATTERY　EMPTY？

　これらの文字は以下のスイッチ類を操作すると管面から消えます。

VOLTS／DIV，TIME／D口V，CMNT／CUR，MODE，置，MENU，

STATUS，TRIG　PT，LOAD，SAVE（PLOT），PAUSE

通常”BACK　UP……”の文字が現れてもバックアップ以外の機能には異

常ありませんのでそのままご使用になれます。
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第6章保　守

■6．2 フィルターおよびCRTのお手入れ

　フィルターを図6－1のように取りはずして、CRT表面やフィルターについたほこり等を柔らかい

かわいた布で拭いてください。

0

4

廻

へ

　
／
＼
全

図6・一1　フィルターおよびCRTのお手入れ

㊧
揮発性のものは使用しないでください。

ベンジンやシンナーなどをつけて拭かないでください。

フィルター、パネル、つまみ等が変形することがあります。

また上面板、底面板は塗装がはがれることがあります。
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第7章仕　様

第7章　仕 様

O垂直軸
項　　　目 規　　　　　　　格 注

CH1，CH2

感　　　　度 1mVIDW～5V！DW 1－2－5ステップ

12レンジ

感度誤差 5mV！Drv～5V！Drv　：±3％ 15℃～35℃

1mV／DrV，　2mVlDIV　：±5％ 1kHz，4～5Drv基準

リアル・モード時

感度連続変化 VOLTS／DIVによる設定値の1／2．5以上に減衰

できる

周波数帯域幅 DC～100囲z　－3dB以内 15℃～35℃

但し、1mVIDW，2mVIDW 50kHz，8DW基準

DC～　20皿z　－3dB以内

AC結合下限周波数：10Hz リアル・モード時

立上り時間 3．5ns以下 15℃～35℃

17．5ns以下（1mV／DW，2mV／DW） 5DIV基準

リアル・モード時

方形波特性 5mVIDIV～0．5VIDIVレンジ 15℃～35℃

オーバーシュート　3％以内 5DIV基準

リンギング　　　　3％以内 リアル・モード時

アベレーション　　5％以内
’

100Hz～100k恥の低域歪（サグ）

2％以内

ADD時の方形波特性

上記値に3％を加えた値

入力 1MΩ　±2％

インピーダンス 21pF±2pF
最大許容入力 400Vpeak（DC十ACpeak） AC：1kHz以下

電圧

入力結合 AC，GND，DC
動作モード CH1，ADD（CH1±CH2），CH2，CH21NV リアル・モード時

DUAL（CHOP，ALT）
チャンネル間 ±500ps以内 1mVIDIV，2mV！DIVの

時間差 レンジを除く

チャンネル間 同一レンジ間において

干渉 20囲z100：1以下
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項　　　目 規　　　　　　　格 注．

同相信号除去比 6DW以下の同相信号に対し

（CMRR） 20皿z　20：1以下

信号遅延時間 30ns以上

CHOP周波数 500kHz±20％ DUAL，CHOP時および
リードアウト・オフ時

CH1信号出力 DCオフセット

出力端開放時　：50mV以下

50Ω終端時　　：25mV以下

出力電圧暫

出力端開放時　　約50mVIDIV

50Ω終端時　　：約25mVlDIV

周波数特性　　　DC～100囲z　－3dB以内

出力インピーダンス

約50Ω
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O　同 期

項　　　目
　　　　　7K　　　　　　　格 注

ト　リガ CH1，CH2，EXT，V－MODE V－MQDEはALT掃引時、

信　　号　　源 （V－MODEは、VERT　MODEの動作チャンネル 単現象動作時および

が信号源となる。ADD時、CHop時はCH1が同 LEVEL　AUTO解除時に

期信号源となる） 前
結号方式 AC，HF・REJ，DC，TV（TV．V，TV．H）

Tv．v，Tv．Hの切り換えはTIMEIDlvに連動 1slDrv～5s／Drv　‘ま

TV．V：0．1ms1DW～’0．5s！DW（5s1DW） ストレージ・モードのみ

TV．H：20ns！DW～50μs／DIV

極　　　　性 十，一，十LINE，一LINE 十LINE，一LINEではト

リガ信号源はLINEに切

り換わる

感　　　　度 DC～10MBz．：0．4DW（0．2V） （）内はEXTトリガ入力

DC～100MHz　：1．5DIV（0．75V） 感度

TV・V，TV・H：1．5DW（1．5V） TV・V，TV・Hは

AC．10Hz以下の信号を減衰 NTSC，フルフィールド

HF・REJ：50kHz以上の信号を減衰 カラーバー信号の時

LEVEL　AUTO 上記感度の項に0．5DW（0．25V）を加えた値を満足
正弦波の時トリガLEVEL

する ツマミを反時計方向に回

し切りでLEVEL　AUTO

になる

モー・ド AUTO　　トリガ信号がないとき、自動的にフ ストレージ・モードを除

リーランする く

NORM　：トリガ信号がないとき、輝線は消去

され待機状態となる

SINGLE：トリガ信号により単一掃引、RESET

により再待機となる。待機中および

掃引中はREADY表示が点灯

EXTトリガ入力 EXT　Z軸入力と兼用

入力 1MΩ　±10％

インピーダンス 21pF±2pF
最大許容入力 100Vpeak（DC十ACpeak） AC：1kHz以下

電圧
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○水平軸
項　　　目 規　　　　　　　格 注

掃引時間 リアルモード　　：20ns！DW～0．5s／DW

Xトレージモード：20ns／DW～5s！DW

1－2－5ステップ

Q3レンジ

Q6レンジ

掃引時間誤差 ±3％ 15℃～35℃

ﾇ面中央8DWの掃引
條ﾔの誤差

掃引時間連続

ﾏ化

TIMEIDIvによる設定値の2．5倍以上に遅く

ﾅきる

ストレージ・モードを除

ｭ

可変ホールドオフ 有り

@　｝

ストレージ・モードを除

ｭ

掃引　拡大 5倍、10倍、50倍

ﾅ高掃引時間：2ns！DW

50倍は

O．5μs！DW～0．5s！DW間

ﾌみ
g大部分：管面中央

マグ掃引時間

�ｷ

5倍、10倍：±4％

@　50倍：±6％

15℃～35℃

ﾇ面中央8DIVの掃引

條ﾔ誤差

ｽだレ掃引の両端10％

舶ｪを除く

掃引モード 主掃引、オルタネート・マグ掃引、マグ掃引 オルタネート・マグ掃引

F主掃引とマグ掃引のオ

泣^ネート表示

トレース分離 ±4DIV以上分離可能 オルタネート・マグ掃引

ﾌとき主掃引からマグ掃

��rｼ方向に分離可能

X－Y動作、 X軸：CHl
x軸：CH2

ストレージ・モードを除

ｭ

感　　　　度

ｴ度誤差
CH1，CH2に同じ
w軸：±4％　（5mVIDIV～5VIDW）

@　　±6％　　（1mVIDIV，2mVIDIV）

f

15℃～35℃

PkHz，4～5DW基準

x軸：CH2と同じ
周波数帯域幅
iX軸）

DC～2囲z，一3dB以内

Y軸：CH2と同じ

X－Y位相差 DC～100kHzにて3。以内
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OCRTリードアウト

項 目

設　定　表　示

規 格

画面情報位置

　　　　12345678901234567890123456789012

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥
4
⊥
可
⊥
」
－
⊥
4
⊥
「
⊥
斗
⊥

＊＊A＊＊　＊＊B＊＊　　　　　　　　　　　＊C＊　D　＊E＊

＊＊＊＊＊＊＊F＊＊＊＊＊＊＊　　＊＊＊＊＊＊＊G＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊11＊＊

　　　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊H＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊12＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊1＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊13＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊N＊＊　＊＊＊＊＊0＊＊＊＊＊　　＊＊＊＊＊＊J＊＊＊＊＊＊

　　　　　＊10＊P＊＊

　　　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊K＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊Q＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊L＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊9＊R＊＊＊＊＊　　＊＊＊＊＊＊H＊＊＊＊＊＊

＊＊＊5＊＊＊＊＊＊6＊＊＊＊＊＊7＊＊＊＊＊＊8＊＊＊

＊＊＊1＊＊＊＊＊＊2＊＊＊＊＊＊3＊＊＊＊＊＊4＊＊＊

リアル，ストレージ・モード共通

1．CH　l　SCALE　FACTOR

2．CH2SCALE　FACTOR
3．MAIN　SWEEP　SCALE　FACTOR
4．MAG　SWEEP　SCALE　FACTOR　or　UNCAL

5．CHI　PROBE　IDENTIFY（P　x10）

　　　or　CH　l　CURSOR　DATA

6．CH2PROBE　IDENTIFY（P　x10）

　　　or　CH2　CURSOR　DATA

7．TIME　CURSOR　DATA

8．HORIZONTAL　MAGNIFY
　　　　X5，x10，×50

9．CURSOR　KNOB　FUNCTION
　　　CURSOR1，CURSOR2，TRACKING，
10．MESSAGE
　　　LIMIT，INVALID

11．COMMENT　NUMBER
　　　CMNT1，CMNT2
12．COMMENT　AREA
13．COMMENT　AREA
　　　A～Z，a～z，0～9，十，一，＊，／，

　　　＜，＞，％，μ，o，，，，，∠1，．，：，

　　　＿（SPACE）

COR5502 7－5
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第7章　仕 様

項　　目 規　　　　　　　格 注

設定表示 ストレージ・モードのみ

A．ACQUISITION　MODE

NORM，ROLL，RPT，IPL
B．TRIG　POn灯T　TP

TPO，TP1，TP5，TP90r

MPO，MP1，MP5，MP9

C．ENVELOPE
ENV

D．VIEW　T工ME

∠

E．INTERPOLATE
LIN，CRV

F．SAVE　MEMORY　l　SCALE　FACTOR

G．SAVE　MEMORY2SCALE　FACTOR
H．STORAGE　MENU
ROLL　ON／OFF

1．STORAGE　MENU
RPT　ON／OFF

J．STORAGE　MENU　or

ENV　ON／OFF

K．STORAGE　MENU
INTRPL　L工N／CRV

L．STORAGE　MENU
VIEW　T　ON／OFF

M．STORAGE　MENU
PLOT　N，S1，S2，S3，S4，CTR，OFF

N．PAUSE

O．PLOT　MODE
PLOT　OUT，PLOT　ABORT，PLOT　END，

PLOT　ERROR
P．MESSAGE
CAUTION

Q．MESSAGE
CHANGE　GP－IB　to　TALK　ONLY

CHANGE　HORIZ　MAG　to×1

PANEL　SETUP　d．iffer　with　READOUT

R．CURSOR　KNOB　FUNCTION

WINDOW
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第7章　仕　様

項　　下目 規　　　　　　　格 注

∠T dURSOR1，CURSOR2間の時間測定値を表示

測定範囲 管面中央より±4．6DW以上

測定誤差 ±（読み取り値の3％＋0．05DW） マグ・OFF時

1／」T ∠Tで測定した時間値を1！∠T（周波数）で表示

∠V CURSOR1，CURSOR2間の電圧測定値を表示

測定範囲 管面中央より±3．6DW以上

測定誤差 ±（読み取り値の3％＋0．05Drv）

∠T（D　I　V） CURSOR1，CURSOR2間の時間測定値を表示

測定範囲 管面中央より±4．6DIV以上

測定誤差 ±（読み取り値の3％＋0．05DIV） マグ・0．FF時

∠V（D　I　V） CURSOR1，CURSOR2間の電圧測定値を表示

測定範囲 管面中央より±3．6DW以上

測定誤差 ±（読み取り値の3％＋0．05DW）
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第7章　仕　嶽

Oストレージ・モード
　
　
　
　
　
項
　
　
　
目
1 規

串暫晶，、」切』彪 01L’ ■りr ’hTV、垂直軸分解能 8blt（25polnt／DW）

格 注

水平袖分解能 12bit（400point！DW）

」

サンプリング・

レート

ノーマル・サンプリング・モード

　80S！sec～80鵬ノsec

リピティティブ・サンプリング・モード

　100MS！sec～20GS／sec

サンプリング・

レート誤差

±0．05％

ノーマル・サンプリング時

感度誤差 CH1，CH2
　5mV！DW～5V／Drv　　±（　3％

　1mVlD】V，2mV／DIV　±（5％

＋1LSB）

＋1LSB）

　　　　　　　　　一15。C　～　35。C

l　kHz4～5Drv…基i準

周波数帯域幅 　DC～100囲z　－3dB以内

但し1mV／DW，2mV！DIV

　DC～　20囲z　－3dB以内

15。C　～　35。（〕

50kHz8DW基準

実効ストレージ

　　　周波数

28．5MHz

100囲z，一3dB

：2μs1Dw以上のレジジでSINGLE

掃引にて、カーブ補間使用時

リピティティブ・モードとなる時

間軸レンジにおいて、繰り返し信

号のとき

実効立上り時間

．＿」＿

16is以下：2μs1Dw彦圧のレンジでSINGLE

　　　　　掃引にて、リニア補間使用時

3．5ns以下：リピティティブ・モードとなる時

　　　　　間軸レンジにおいて、繰り返し信

　　　　　号のとき

方形波特性－ 5mVIDW～6．5▽！D坪レンジ

　オーバシュート　　3％＋1LSB以内

　リンギング　　　　3％＋1LSB以内

　アベレーション　　5％＋1LSB以内

　100Hz～100kHzの低域歪（サグ）

　　　　　　　　　　2％＋1LSB以内

　ADD時の方形波特性

　　上記値に3％を加えた値

15。C　～　35。C

5D】y基準

動作モード 水平軸全レンジ

　2チャンネル同時サンプリング

リピティティブ・

モード

（ON／OFF可能）

20ns1DW～2μs1DW

ランダム等価時間

サンプリング

SINGLE掃引時を除く

ロール・モード 動作範囲（ON／OFF可能）

　0．2slDrv～5s／Drv
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項　 ’目

エンベロープ・

モード

　　　規
動作範囲（ON／OFF可能）

20μs！D】V～5s！DW

鱗7書ごη’争 仕　様

格 ヨ
1

注

o冒比、 n ，レ 羊 ドみ母田ロール・モードと併用

可能

検出可能

最少パルス幅

　
上
　
以
　
％
　
5
0

　
の
　
幅
　
振
上

　
形
以

　
波
　
の
％

　
元
5
0

　
幅
率

　
振
　
出
ns

汪
m

10

波形拡大
（PAUSE拡大）

PAUSE状態にて水平軸方向に最大1000倍まで

拡大可能

拡大基準位置：0，1，5，9DrV
l（MP）

トリガ点を基準に左右に

拡大

ウインドウ
ウインドウ機能にまり拡大表示部分を左右に移動

可能

拡大率x2以上の時

表示拡大　5倍、10倍

分
一
差
リ
リ
　
ガ
ム

　
　
モ
モ
　
リ
イ

部
誤
メ
メ
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　

大
大
示
ブ
　
リ
一

　
　
　
一
　
　
　
ユ

拡
拡
表
セ
　
プ
ビ

管面中英部

5倍、10倍：±3％

（4，096ワード／チャンネル）x2

2波形分

（4，096ワード／セーブ）×2

トリガポイント：．管面上0，1，5，9DW

約1秒　　（ON／OFF可能）

1uINUAL乞：衣川

1

｛

ポーズ状態のときセーブ・

50倍時には

画面情報位置4に

UNCALを表示

1メモリにセーブ可能

1
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第7章　仕 様 I
t

O　GPlBインターフェイス機能（オプション）

（1）インターフェイス規格

　　　ANSI／IEEE　std488－1978、IEC625準拠

（2）インターフェイス機能

コード 機　　　　　　　　　能

SH1 ソース・ハンドシェイク全機能

AH1 アクセプタ・ハンドシェイク全機能

T5 トーカ機能（基本出力、シリアルポール、トークオンリ、リスナ指定

ﾉよるトーカの解除）

L4 リスナ機能（基本入力、トーカ指定によるリスナの解除）

SR1 サービス・リクエスト全機能

RLO リモート・ローカル機能なし

PPO パラレル・ポール機能なし

DC1 デバイス・クリア全機能

DTO デバイス・トリガ機能なし

CO コントロール機能なし

EO トーカ、リスナの拡張機能なし

（3）フォーマット

　　　デバイス・コマンド：ASCII

　　　波形データ　　　　　バイナリ（BYTE，LHWORD，HLWORD）

（4）コマンド

　（a）設定できる機能 SRQのON／OFF
EOIのON／OFF
PAUSEのON／OFF
ストレージ・シングル掃引時のリセット

波形転送時のスタートおよびエンドブロック

波形転送時のフォーマットの指定

（b）読み出しができるもの

モデル名

VERT　MODE
CH1，CH2のレンジ、プローブ倍率、CH21NV
水平軸モードおよびマグ

水平軸レンジ

トリガ・モード

カーソル・モードおよびそのデータ

ストレージ・モード

波形データ（CH1，CH2，MEM1，MEM2）
コメント
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第7章仕 様

O　RS－232Cインターフェイス（オプション）

（1）インターフェイス規格

　　　EIA　RS－232C準拠

（2）インターフェイス機能

　（a）プロトコル仕様

　　　　同期方式

　　　　接続回線

　　　　転送速度

　　　　キャラクタ構成

ハンドシェイク方式

調歩同期方式

全2重回線
110，150，300，600，1200，2400（bps）

データ長8bitパリティビットなし

ストップビット1bitまたは2bit

TXDに対してCTS、RXDに対してRTSラインによるハード

ウェア・ハンドシェイク

（b）電気的仕様

　　　入力電圧範囲

出力電圧

最大出力電流

一25V～十25V
マーク（“1”）　：一25V～十〇．8V

スペース（“1”）：十2．OV～十25V

約±9V（MIN±5V）
6mA（出力電圧±5Vのとき）

（3）フォーマット

　　　デバイス・コマンド：ASC　II

　　　波形データ　　　　　バイナリ（BYTE，LHWORD，HLWORD）

（4）コマンド

　（a）設定できる機能

ストレージ・シングル掃引時のリセット

波形転送時のスタートおよびエンドブロック

・波形転送時のフォーマットの指定

PAUSEのON／OFF

（b）読み出しができるもの

モデル名

VERT　MODE
CH1，CH2のレンジ、プローブ倍率、CH21NV
水平軸モードおよびマグ

水平軸レンジ

トリガ・モード

カーソル・モードおよびそのデータ

ストレージ・モード

波形データ（CH1，CH2，MEM1，MEM2）
コメント

COR5502 7－11



様仕第7章

軸OZ
項　　　目 規　　　　　　　格 注

EXTZ入力 EXTトリガ入力と兼用 トリガSOURCEスイッチ

ｪVERT，CH1，CH2
ﾌ何れかに設定されてい

驍ﾆきEXT　Z入力となる

感　　　　度
@　および

ﾉ　　　　性

3Vp－pで輝度変調確認
奄ﾌ入力信号で明るくなり、正の入力信号で暗く

ﾈる

周波数範囲 DC～5皿z　　　　　　　　　　　　　　　　．

入力抵抗 1MΩ±10％　’

AC：1kHz以下100Vpeak（DC十ACpeak）最大許容
入力電圧

O校正電圧
項　　目　1 規 格 ｝ 注

波　　　　形　1正極性方形波 l
j周　　波　　数　11kHz±5％ …

デューティー比　i45：55以内 1

出力　電　圧　iO．5Vp－p±2％
⊥

出力　抵抗　1約2kΩ i

OCRT
項 目 1 規 格 i 注

ブラウン管 1
止
6インチ角形白色内面目盛付

L効面：8×10cm
加速電圧 ！

1
約18kV ！

源O電
項　　　目 1　　　　　規 格

「

注

使用電源電圧範囲

定
格
使
用
電
圧
i

1　100V～240V
li許容入力電圧

P　　90V～250V l
I

一　一

電源周波数

i
定
格
使
用
周
波
数
～

i　　　50Hz　～　400Hz！
1
許
容
入
力
周
波
数
i

1

　　45Hz　～　440Hz

最大88W　（145VA）消費電力
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第7章仕　様

○耐環境性

項 目 規 格 注

周囲温度 1
！

仕様保証
　温度範囲

動作温度範囲

十10。C　～　十40。C

0。C　～　十50。（⊃

個別に温度範囲を設定し

ているものはそれに従う

非動作温度
i保存温度）

一40℃～＋71℃

湿　　度

一動作湿度範囲 95％RH（10℃～30℃）

V5％RH（31℃～40℃）
S5％RH　（41。C　～50。（⊃） 1

1
卜

非動作湿度範囲 95％RH（0℃～50℃）

高　　度

動　　作　　時 4，500mまで

ﾅ高動作温度範囲は1，500mを越えた場合、

R00mごとに1℃の割合で低下する 1
↓非動作時

1乳。。。mまで　　　　　一「

振　　動 周波数10Hz～55Hz　掃引時間15分

@　　　　　　　振　　幅0．3mm

@　　　　　　　加速度1．8G（55Hz）

1
｛
i
！
1衝　　撃 30G、半波正弦波、持続時間11msの衝撃を前

縺A上下左右の各軸の正負両方向に各3同ずつ

i計18回）加え、それに耐える

i
i
モ

EMI VDE　O871CLASS　Bに準拠

eCC　CLASS　Bに準拠
I
l
『
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第7章仕　様

○メモリバックアップ

　　　　　　　パネル設定情報、波形データ

バッテリー

期間

リチウム

25℃で3年以上（工場出荷時より）

構
法
量

　
寸
質

機O
330W×125H×360Dmm　（最大部360W×145H×420Dmm）

約7kg

騨

や
1
！
！
1
1
1
！
1
1
！
1
1
！
φ
1

1

30

難i…i≡i≡…………≡i≡i≡i…i…嚢●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o 　。。。。。。　。。OIb。OOOOO・

ｨ。。。。一。　。。。。’一

揶黶揶龠O’o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

些
響
支
…
…

i睦圭妻≡i≡i≡i≡i≡i≡i≡i≡…嚢

◎　　　o　◎

■AX

5
萎
Σ 開AX

HAX420

図7－1外　形　図
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第7章仕　様

O付属品 ・電源コード×1本（85－10－0120）

・電源ヒューズ×2本　（ヒューズ・ホルダのキャップの中に予備を含め装着

　　　　　　　　　　　　されています）（99－00－0027）

・取扱説明書×1部（Z1－001－311）

・プローブ
　　P100－8CE（10：1）×2本（89－03－0421）

Oオプション　　・

●

プロテクト・フロントカバー

接写用アダプタ

GP－IBインターフェイス・ボード（IFO1－COR）

RS232Cインターフェイス・ボード（IFO2－COR）

（オプションにて装着可能）

磁気シールド強化用シールド円筒

（工場オプションにて装着可能）
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索　引

索引

E二二ニコ数字・舘号E二二ニ］

十LINE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－5

－LINE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－5

2信号の加減算　　　　　　　　　　　　　　4－3

4kword1㎝のメモリ容量一一…一一・一・・一一一1－2

＜＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－17，　4－18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－19，　5－10

⊥（GND）………一……・・一…一…　　　　　3－1，5－16

篁（カーソルつまみ）…一…　　一…一・…・・…一・…・5－9

1／∠T　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－14

∠T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－13

∠T（DIV）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－14

∠V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－11

」V（DIV）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－12

DC（入力結合）一一一一・…一一…一一・…一4－1，

DC（トリガ結合）一一……一・一・一一一・一4－7，

ENV（エンベロープ・モード）一一・一一一4－32，

ERS（イレーズ）・一一一・・一・…・一一一…4－21，

EXT（トリガ）…一一……・・…・一一4－5，5－4，

FINE

FOCUS
GND（⊥）

GPBインターフェイス機能仕様

4－1，

　
　
に
り
　
　
コ
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

一
　
一
1
1
　
一
　
一
　
一
　
一

5
5
　
｝
　
一
5
5
5
5

　
　
【
0
5

…・…・・一一…一 V－10

ロアルファペシト順Eニコ

　　　　　　　　　　　　5－17

’…●”””●’●’””●●”… Sr1・5－2
　　一・…・……・…一・　　4－6，　5－5

　　　　　　　　　　　　　5－8

　　　　　　　　　　　　　4－2

　　　　　　　　　4－4，5－6

　　　　　　　　　　　　5－16

HF・　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－6，

HOLDOFF一一……一・一一一一…．4－10，4－30，

HORIZ　MODE

HP－GLコマンド

AC　LINE

AC（入力結合）一一一一

AC（トリガ結合）

ALT

ALT動作
AUTO
CAL

ILLUM
INTEN
INTRPL（インターポーレーション）一・一4－32，

CAUTION 並

CH1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－5，5－4

CH　l　SIGNAL　OUT一・一一一一・・一一・一…・一・…5－17

CH　l　or　X

CH2

CH20r　Y

CHOP動作
CHOPIALT

CMNTlCUR…一一…

COARSE
CPLG
CRT

CRT仕様

　　　　　　　　　　　　　　5－2

　　　　　　　　　　　　　　4－5

　　　　　　　　　　　　　　5－2

　　　　　　　　　　　　　　4－2

　　　　　　　　　　　　　　4－2

一一一一一一帰一一」5－9，5－10

　　　　　　　　　　　　　　5－8

　　　　　　　　　　　　　　5－5

　　　　　　　　　　　　　　5－1

　　　　　　　　　　　　　　7－12

CRTコントロール…一一…一一・……一一一一・一一一4－30

CRTリー、ドアウト　一・一一・一一・一一一一一・・…一一　7－5

C膿30R1　・・一一一・・…・・…一…・一一・一一・・・・・・……・・4－22，　5－15

C邸OR2　一一一・・一・・・……一・・一一・一一一一・・・・…一・・4－22，　5－15

INVALID　一・一…　一一・一一一・…・……4－11，

LEVEL（AUTO）

LEVEL（トリガ）一………一…・・…一…一一一・4－9，

LIMIT

LINE

LOAD
MAG　PT

MENU

　　　　　　　　　　　　5－2，

　　　　　　　　　　　　4－8，

　　　　　　　　　　　4－49，

・・… @　　…・……・『…・…一一　4－47，

　　　　　　　　　　　4－32，

5－5

5－6

5－8

1－2

5－1

5－1

5－19

4－31

4－9

5－5

5－7

5－5

5－20

5－20

5－18

MODE（カーソル）一・・一…・……・・一・・一一一…・・……一5－11

MODE（コメント）…一一一……・一・一一一一・…一5－10

MODE（リードアウト）…

NORM
PAUSE
PLOT　……

POWER・
R　INTEN

READY

．　．　－　－　■　■　．　．　・　．　…　　　　　　　　■　・　・　…　　　　　　●　嘔　・　●　●　●　■　●　■　●　●■　■　，　■　●　●　●　●　●

　　　　　　　　4－4，

　　　　　　　4－46，

　　　4－32，　5－19，

　
コ
　

　

　

　
　
　
　

一
一
2
2
一
一
一

5
5
一
［
5
5
5

　
　
【
0
【
0

ROLL（ロール・モード）・…一一一一・一…・4－32，5－19

RPT（リピティティブ・モード）・一…一4－32，5－19

RS－232Cインターフェイス機能仕様一一一一7－11

SAVE　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－49，

SEL（セレクト）…一一…・一一一一・……4－18，

COR5502
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SLOPE

SLOPE十

SLOPE－
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4
＆
一
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」
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2
1
一
一
一
一
噌
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SPC（スペース）……一一…一・・

STATUS・一…一一・…・・一一一・……

STRG／REAL一一…一・一・一…

TIME／DIV

0
3
益
Q

ワ
臼
Q
り
4

｝
一
一
4
4
4

TRACE　ROTATE・一一…一…・一一・一…一　3－3，

TRACE　SEP　・一一　　　一一…一・一・…　　4－12，

TRACKING
TRIG　PT

TRIG’D…

4－44，　4－45，

TV
UNCAL
VERT一

　4－7，

4－11，

VERT　MODE

4－5，

VIEW　T（ビュー・タイム）・一

X－Y

4－32，

X－Yの操作方法

X－Y動作

Z軸

Z軸仕様

0
9
8
7
7
3
5
0
5
5
1
4
3
9
8
3
3
6
2

1
1
1
一
1
一
1
2
一
　
一
3
一
　
一
1
一
1
1
1
1

一
　
一
　
一
5
　
一
5
　
一
　
一
5
5
　
一
5
5
一
5
一
　
一
　
一
　
一

5
5
5
　
5
　
5
5
　
　
4
　
　
5
　
4
4
4
7

コメントの消去

コメントの入力

コメント表示…

コメント表示中のカーソル操作一一一・一・一・一・

コメント変更…

ご使用前の注意

最高掃引時間

最高サンプリング速度

シーケンシャル・サンプリング

周波数の測定（カーソル）

周波数の測定（X－Y）・

仕様

4－20，　5－10

4－17，　5－10

　　　　1－1

　　　4－29

　　　4－19

　2－1，2－2

　　　4－11

　　　　1－2

　　　4－37

　　　4－26

　　　4－14

時間測定（カーソル）

7－1～7－15

「コカタカナ・漢字（50音順）□

アクイジション動作の一時停止・　　　　　　4－46

時間比測定（カーソル）

実効ストレージ周波数帯域幅

実効ストレージ周波数

実時間サンプリングー…

垂直軸仕様

一括消去（コメント）一

インターポーレーション

ウインドウ

エイリアシングの解説

エイリアシングの識別

エンベロープ・モード・

オーバーシュート測定

オプションの種類

オルタネート・マグ掃引一・…

オルタネート・マグ操作方法

カーソル

カーソルつまみ

カーブ補間

拡大率

カップリング

機構仕様

キャリブレ一夕

グリッジ検出

警告

　　　　　　4－21

　　　4－41，　5－19

　　　4－47，　5－9

　　　　　　4－40

　　　　　　4－39

1－2，　4－39，　5－19

　　　　　　4－28

　　　　　　7－15

　　　1－1，　4－12

　　　　　　4－12

　　　4－22，　5－11

　　　　　　　5－9

　　　4－41，　5－19

　　　　　　4－47

　　　　　　　4－6

　　　　　　7－14

　　　　　　5－16

　　　　　　4－39

　　　　　iv，2－2

垂直軸

高圧危険信号

校正電圧仕様

コネクター

コメント

　　　　　iv

　　　7－12

　　　5－17

4－17，　5－10

スケール・ファクタの変更

水平軸

水平軸仕様

ストレージ・メニュー

ストレージ・モード

ストレージ・モードとリアル・モード…一

ストレージ・モード仕様…

ストレージ・モード単掃引

スロープ

セーブ・メモリ

セットアップ

ソース

耐環境性仕様

チョップ・モード

デューティ比の測定・

電圧比測定（カーソル）

電圧測定（カーソル）一

電源仕様

等価時間サンプリング

位相差の測定（X－Y〉…・

位相差測定（カーソル）

位相差

トリガ

トリガ・モード

トレース・ローテーション

同期仕様

同期のとり方

入力結合

2
4
2
2
7
1
2
5
7
4
2
8
0
8
1
5
0
1
5
3
2
4
8
7
2
7
5
5
5
4
6
3
3
4
2

2
2
5
5
3
一
　
一
　
一
　
一
　
一
3
1
3
一
5
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2
一
　
一
1
一
2
2
2
1
3
1
2
1
一
　
一
　
一
　
一
　
一
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一
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一
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5
3
5
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一
三
二
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ノーマル・サンプリング単掃引

波形拡大

波形の拡大表示

バッテリ・バックアップ…一…一・…・・

バリアブル…・…一一一・…｝・一・

4－51

4－11

4－47

6－1

表示チャンネルの選択

5－3，5－7

ビュー・タイム

4－1

ファン

……一…・ @4－43，　5－19

　　　2－4，　5－17

フィルターおよびCRTのお手入れ…一

部分消去（コメント）・

プリトリガ・

プリトリガの解説・

プローブの補正一・

プローブ表示

ホールドオフ

6－2

4－20

4－45

4－45

3－3

5－16

補間・モードの解説

4－10，　5－6

補間・モード・

保守

り
乙
1
⊥
斗
⊥

4
4
一

『
一
6

4
』
与

ポジション

ポストトリガ

マグ・スイッチ

5－3

4－45

メニュー　・一一

メニューの設定

4－11，　5－8

4－32，　5－18

メモリバックアップ仕様…一一

ランダム・サンプリング

リードアウト

リアル・モード

つ
U
4
8
9

3
1
3
一

一
｝
一
5

4
ワ
‘
」
騒

リサージュ波形

4－1，4－30

リニア補間

4－14

リピティティブ・モード・……一

リピティティブ・モードの解説

リピティティブ・モード単掃引

4－41，　5－19

1－2，　4－36

レベル（トリガ）

ロール・モード・

ポーズ 4－46，　5－20

ロール・モードの解説

ロール・モード単掃引

4－37

4－51

4－9

4－34

4－35

4－51

COR5502 1－3



COR5500シリーズ
　COR5502デジタル・オシロスコープ

　　　取扱説明書

菊水電子工業株式会社

本製品およびマニュアルの一部または全部の無断転載、無断複写を禁止します。

当マニュアルの内容は事前の予告なく変更することがあります。


